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第２回
定例会

七飯町集出荷予冷施設設置及び管理に
関する条例を経済産業常任委員会へ付託

　平成30年第２回定例会は、６月５日に招集され、会期を
６日までの２日間と決め、開催されました。
　条例の制定・一部改正、平成30年度一般会計補正、国民
健康保険特別会計補正、介護保険特別会計補正など議案10
件、報告２件、合計12件を審議し、七飯町集出荷予冷施設
設置及び管理に関する条例については、経済産業常任委員会

に付託し、閉会中の継続審査といたしました。
　一般質問では、３人の議員が質問に立ち、町政に対する理
事者の考えを質したほか、議会活性化特別委員会の中間報告
書の提出がありました。また、議員提出議案として国、関係
機関へ要請する意見書３件を審議し、原案どおり可決されま
した。

◇審議して決まったこと�･･･････････････････････P.２１
◇監査報告･･･････････････････････････････････････P.２２
◇一般質問･･･････････････････････････････････････P.２２
◇予算審査特別委員会報告�････････････････････P.２４

◇議会活性化特別委員会報告�･･････････････････P.２５
◇議会報告会を開催しました�･･････････････････P.２７
◇議員出席状況�･････････････････････････････････P.２７

審�議�結�果

区　　分 結 果 番　　号 議　　件　　名　　等 継続審査・
調　査

議
　
　
　
　
案

条例制定 付　託 議案第３５号 七飯町集出荷予冷施設設置及び管理に関する条例の制定について
経済産業常任
委員会に付託

条例改正

◎ 議案第３６号 七飯町税条例の一部改正について

◎ 議案第３７号
七飯町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

◎ 議案第３８号 七飯町介護保険条例の一部改正について

そ の 他

◎ 議案第３９号 大中山小学校校舎南棟一般備品購入について

◎ 議案第４０号 大中山小学校校舎外構整備工事請負契約について

◎ 議案第４１号 大中山複合施設新築建築主体工事請負契約について

補正予算

◎ 議案第４２号 平成３０年度七飯町一般会計補正予算（第２号）

◎ 議案第４３号 平成３０年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

◎ 議案第４４号 平成３０年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第１号）

そ の 他
報告済 報告第　２号

平成２９年度一般財団法人北海道大沼国際交流協会事業報告及び
決算報告について

報告済 報告第　３号 繰越明許費繰越計算書について

意見書等

◎ 発議案第４号 ヘルプマークのさらなる普及推進を求める意見書

◎ 発議案第５号 日本年金機構の情報セキュリティー対策の見直しを求める意見書

◎ 発議案第６号 ２０１９年度地方財政の充実・強化を求める意見書

そ　　の　　他 承　認 閉会中の委員会活動の承認について

◎＝全員一致で可決　　○＝賛成多数で可決　　●＝賛成少数で否決　　×＝賛成なしで否決
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条
例
制
定

◆
七
飯
町
集
出
荷
予
冷
施
設
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

七
飯
町
集
出
荷
予
冷
施
設
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業

常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
慎
重

を
期
す
た
め
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
し
た
。

条
例
改
正

◆
七
飯
町
税
条
例
の
一
部
改
正

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の

規
定
に
よ
り
作
成
し
た
計
画
に

基
づ
き
中
小
企
業
が
新
規
取
得

し
た
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資

産
税
を
ゼ
ロ
と
す
る
３
年
間
の

時
限
的
な
特
例
措
置
を
定
め
る

改
正
。

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の

施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公

布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か

ら
施
行

◆
七
飯
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
改
正
に
伴
う
放
課
後
児
童

支
援
員
の
資
格
要
件
の
改
正
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
改

正
に
伴
う
改
正

平
成
30
年
８
月
１
日
施
行

補
正
予
算

◆
平
成
30
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導

入
支
援
業
務
委
託
料
、
福
祉
・

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
分
負

担
金
、
大
中
山
複
合
施
設
外
構

工
事
等
と
し
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
千
222
万
７
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
114
億
６
千
722
万
７
千
円
と
し

た
。

◆
平
成
30
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
と
し
て
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
48
万
６
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

35
億
８
千
908
万
６
千
円
と
し

た
。

◆
平
成
30
年
度
七
飯
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）地

域
ケ
ア
個
別
会
議
委
員
報

償
費
と
し
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
38
万
４
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
27
億

５
千
163
万
８
千
円
と
し
た
。

報

告

◆
平
成
29
年
度
一
般
財
団
法
人

北
海
道
大
沼
国
際
交
流
協
会
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
に
つ
い

て◆
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
てそ

の

他

◆
大
中
山
小
学
校
校
舎
南
棟
一

般
備
品
購
入
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

849
万
８
千
304
円

▽
契
約
の
相
手
方

亀
田
郡
七
飯
町
大
川
３
丁
目

18
番
10
号

有
限
会
社
ト
モ
エ
学
販
　
七

飯
営
業
所

◆
大
中
山
小
学
校
校
舎
外
構
整

備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
９
千
288
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　�

亀
田
郡
七
飯
町
字
桜
町
35
番

地
　
株
式
会
社
相
互
建
設

◆
大
中
山
複
合
施
設
新
築
建
築

主
体
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
２
億
１
千
168
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

鈴
木
・
松
栄
・
東
商
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
１
亀
田
郡
七
飯
町
字

大
沼
町
746
番
地

株
式
会
社
鈴
木
事
業
所

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承

認
に
つ
い
て

発

議

案

◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見

書
３
件
が
可
決
さ
れ
、
要
望
事

項
と
し
て
各
関
係
機
関
及
び
各

関
係
大
臣
に
送
付
し
た
。

意　

見　

書

◎
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
さ
ら
な
る

普
及
推
進
を
求
め
る
意
見
書

◎
日
本
年
金
機
構
の
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

◎
２
０
１
９
年
度
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

第
１
回
臨
時
会

平
成
30
年

�

４
月
23
日

人

事

◆
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
と
な
る
左
記
の
者

を
再
び
選
任
す
る
。

氏
名

：

宮
田
　
東
（
満
63
歳
）

住
所

：�
本
町
３
丁
目
７
番
33
号

そ

の

他

◆
民
生
文
教
常
任
委
員
の
選
任

委
員
に
１
名
の
欠
員
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
稲

垣
明
美
委
員
が
選
任
さ
れ
た
。

◆
議
会
活
性
化
特
別
委
員
の
選

任
議
長
を
除
く
全
員
で
構
成
す

る
委
員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
稲
垣
明
美
委
員
が
選
任

さ
れ
た
。

◆
防
災
・
災
害
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
の
選
任

委
員
に
１
名
の
欠
員
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
稲

垣
明
美
委
員
が
選
任
さ
れ
た
。

◆
北
海
道
新
幹
線
等
の
利
活

用
・
地
方
創
生
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
の
選
任

委
員
に
１
名
の
欠
員
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
稲

垣
明
美
委
員
が
選
任
さ
れ
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
15
号
））

健
康
セ
ン
タ
ー
温
泉
ポ
ン
プ

修
理
に
対
す
る
補
正
と
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
83
万

８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
154
億
893
万
８
千

円
と
し
た
。

▽
繰
越
明
許
費
補
正
（
追
加
）

　
健
康
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　
１
千
83
万
８
千
円

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
16
号
））

　
健
康
セ
ン
タ
ー
温
泉
ポ
ン
プ

修
理
に
対
す
る
補
正
と
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
239
万
７
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
154
億
１
千
133
万
５
千

円
と
し
た
。

▽
繰
越
明
許
費
補
正
（
変
更
）

　
健
康
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　
変
更
前
　
　

　
１
千
83
万
８
千
円

　
変
更
後
　

　
１
千
323
万
５
千
円

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
七
飯
町
税
条
例
の
一
部
改
正
）

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
固
定
資
産
税
の
わ
が
ま
ち

特
例
の
創
設
に
よ
る
割
合
を
定

め
る
規
定
等
に
よ
る
条
例
改

正
。平

成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
）

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
課
税
限
度
額
の
改
正
、
軽

減
措
置
の
対
象
を
拡
大
す
る
た

め
判
定
所
得
の
引
上
げ
等
に
よ

る
条
例
改
正
。

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
集
出
荷
予
冷
施
設
建
築
主
体

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

　
制
限
付
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
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第２回
定例会

七飯町集出荷予冷施設設置及び管理に
関する条例を経済産業常任委員会へ付託

　平成30年第２回定例会は、６月５日に招集され、会期を
６日までの２日間と決め、開催されました。
　条例の制定・一部改正、平成30年度一般会計補正、国民
健康保険特別会計補正、介護保険特別会計補正など議案10
件、報告２件、合計12件を審議し、七飯町集出荷予冷施設
設置及び管理に関する条例については、経済産業常任委員会

に付託し、閉会中の継続審査といたしました。
　一般質問では、３人の議員が質問に立ち、町政に対する理
事者の考えを質したほか、議会活性化特別委員会の中間報告
書の提出がありました。また、議員提出議案として国、関係
機関へ要請する意見書３件を審議し、原案どおり可決されま
した。

◇審議して決まったこと�･･･････････････････････P.２１
◇監査報告･･･････････････････････････････････････P.２２
◇一般質問･･･････････････････････････････････････P.２２
◇予算審査特別委員会報告�････････････････････P.２４

◇議会活性化特別委員会報告�･･････････････････P.２５
◇議会報告会を開催しました�･･････････････････P.２７
◇議員出席状況�･････････････････････････････････P.２７

審�議�結�果

区　　分 結 果 番　　号 議　　件　　名　　等 継続審査・
調　査

議
　
　
　
　
案

条例制定 付　託 議案第３５号 七飯町集出荷予冷施設設置及び管理に関する条例の制定について
経済産業常任
委員会に付託

条例改正

◎ 議案第３６号 七飯町税条例の一部改正について

◎ 議案第３７号
七飯町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

◎ 議案第３８号 七飯町介護保険条例の一部改正について

そ の 他

◎ 議案第３９号 大中山小学校校舎南棟一般備品購入について

◎ 議案第４０号 大中山小学校校舎外構整備工事請負契約について

◎ 議案第４１号 大中山複合施設新築建築主体工事請負契約について

補正予算

◎ 議案第４２号 平成３０年度七飯町一般会計補正予算（第２号）

◎ 議案第４３号 平成３０年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

◎ 議案第４４号 平成３０年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第１号）

そ の 他
報告済 報告第　２号

平成２９年度一般財団法人北海道大沼国際交流協会事業報告及び
決算報告について

報告済 報告第　３号 繰越明許費繰越計算書について

意見書等

◎ 発議案第４号 ヘルプマークのさらなる普及推進を求める意見書

◎ 発議案第５号 日本年金機構の情報セキュリティー対策の見直しを求める意見書

◎ 発議案第６号 ２０１９年度地方財政の充実・強化を求める意見書

そ　　の　　他 承　認 閉会中の委員会活動の承認について

◎＝全員一致で可決　　○＝賛成多数で可決　　●＝賛成少数で否決　　×＝賛成なしで否決

平成30年8月
202
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条
例
制
定

◆
七
飯
町
集
出
荷
予
冷
施
設
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

七
飯
町
集
出
荷
予
冷
施
設
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業

常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
慎
重

を
期
す
た
め
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
し
た
。

条
例
改
正

◆
七
飯
町
税
条
例
の
一
部
改
正

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の

規
定
に
よ
り
作
成
し
た
計
画
に

基
づ
き
中
小
企
業
が
新
規
取
得

し
た
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資

産
税
を
ゼ
ロ
と
す
る
３
年
間
の

時
限
的
な
特
例
措
置
を
定
め
る

改
正
。

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の

施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公

布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か

ら
施
行

◆
七
飯
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
改
正
に
伴
う
放
課
後
児
童

支
援
員
の
資
格
要
件
の
改
正
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
改

正
に
伴
う
改
正

平
成
30
年
８
月
１
日
施
行

補
正
予
算

◆
平
成
30
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導

入
支
援
業
務
委
託
料
、
福
祉
・

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
分
負

担
金
、
大
中
山
複
合
施
設
外
構

工
事
等
と
し
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
千
222
万
７
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
114
億
６
千
722
万
７
千
円
と
し

た
。

◆
平
成
30
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
と
し
て
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
48
万
６
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

35
億
８
千
908
万
６
千
円
と
し

た
。

◆
平
成
30
年
度
七
飯
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）地

域
ケ
ア
個
別
会
議
委
員
報

償
費
と
し
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
38
万
４
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
27
億

５
千
163
万
８
千
円
と
し
た
。

報

告

◆
平
成
29
年
度
一
般
財
団
法
人

北
海
道
大
沼
国
際
交
流
協
会
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
に
つ
い

て◆
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
てそ

の

他

◆
大
中
山
小
学
校
校
舎
南
棟
一

般
備
品
購
入
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

849
万
８
千
304
円

▽
契
約
の
相
手
方

亀
田
郡
七
飯
町
大
川
３
丁
目

18
番
10
号

有
限
会
社
ト
モ
エ
学
販
　
七

飯
営
業
所

◆
大
中
山
小
学
校
校
舎
外
構
整

備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
９
千
288
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　�

亀
田
郡
七
飯
町
字
桜
町
35
番

地
　
株
式
会
社
相
互
建
設

◆
大
中
山
複
合
施
設
新
築
建
築

主
体
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
２
億
１
千
168
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

鈴
木
・
松
栄
・
東
商
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

代
表
者
１
亀
田
郡
七
飯
町
字

大
沼
町
746
番
地

株
式
会
社
鈴
木
事
業
所

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承

認
に
つ
い
て

発

議

案

◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見

書
３
件
が
可
決
さ
れ
、
要
望
事

項
と
し
て
各
関
係
機
関
及
び
各

関
係
大
臣
に
送
付
し
た
。

意　

見　

書

◎
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
さ
ら
な
る

普
及
推
進
を
求
め
る
意
見
書

◎
日
本
年
金
機
構
の
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

◎
２
０
１
９
年
度
地
方
財
政
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

第
１
回
臨
時
会

平
成
30
年

�

４
月
23
日

人

事

◆
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
と
な
る
左
記
の
者

を
再
び
選
任
す
る
。

氏
名

：

宮
田
　
東
（
満
63
歳
）

住
所

：�
本
町
３
丁
目
７
番
33
号

そ

の

他

◆
民
生
文
教
常
任
委
員
の
選
任

委
員
に
１
名
の
欠
員
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
稲

垣
明
美
委
員
が
選
任
さ
れ
た
。

◆
議
会
活
性
化
特
別
委
員
の
選

任
議
長
を
除
く
全
員
で
構
成
す

る
委
員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
稲
垣
明
美
委
員
が
選
任

さ
れ
た
。

◆
防
災
・
災
害
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
の
選
任

委
員
に
１
名
の
欠
員
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
稲

垣
明
美
委
員
が
選
任
さ
れ
た
。

◆
北
海
道
新
幹
線
等
の
利
活

用
・
地
方
創
生
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
の
選
任

委
員
に
１
名
の
欠
員
が
生
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
稲

垣
明
美
委
員
が
選
任
さ
れ
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
15
号
））

健
康
セ
ン
タ
ー
温
泉
ポ
ン
プ

修
理
に
対
す
る
補
正
と
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
83
万

８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
154
億
893
万
８
千

円
と
し
た
。

▽
繰
越
明
許
費
補
正
（
追
加
）

　
健
康
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　
１
千
83
万
８
千
円

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
16
号
））

　
健
康
セ
ン
タ
ー
温
泉
ポ
ン
プ

修
理
に
対
す
る
補
正
と
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
239
万
７
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
154
億
１
千
133
万
５
千

円
と
し
た
。

▽
繰
越
明
許
費
補
正
（
変
更
）

　
健
康
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　
変
更
前
　
　

　
１
千
83
万
８
千
円

　
変
更
後
　

　
１
千
323
万
５
千
円

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
七
飯
町
税
条
例
の
一
部
改
正
）

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
固
定
資
産
税
の
わ
が
ま
ち

特
例
の
創
設
に
よ
る
割
合
を
定

め
る
規
定
等
に
よ
る
条
例
改

正
。平

成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
）

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
課
税
限
度
額
の
改
正
、
軽

減
措
置
の
対
象
を
拡
大
す
る
た

め
判
定
所
得
の
引
上
げ
等
に
よ

る
条
例
改
正
。

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
集
出
荷
予
冷
施
設
建
築
主
体

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

　
制
限
付
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
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15
億
３
千
900
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　�

西
松
・
鈴
木
・
カ
ワ
マ
タ
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　�

代
表
者
　
札
幌
市
北
区
北
７

条
西
２
丁
目
20
番
地

　�

西
松
建
設
株
式
会
社
　
札
幌

支
店

◆
集
出
荷
予
冷
施
設
電
気
設
備

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
２
億
250
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　�

道
富
士
・
中
・
松
田
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

　�

代
表
者
　
札
幌
市
中
央
区
大

通
東
７
丁
目
１
番
118

　
北
海
道
富
士
電
機
株
式
会
社

◆
集
出
荷
予
冷
施
設
機
械
設
備

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
８
千
985
万
６
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

�

青
函
・
石
岡
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

代
表
者
１
亀
田
郡
七
飯
町
字

大
沼
町
821
番
地

株
式
会
社
青
函
設
備
工
業
１

七
飯
支
店

◆
集
出
荷
予
冷
施
設
真
空
予
冷

製
造
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
１
億
１
千
815
万
２
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

大
阪
府
大
阪
市
北
区
鶴
野
町

１
番
９
号

ヤ
ン
マ
ー
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ

ム
株
式
会
社

第
２
回
臨
時
会

平
成
30
年

�

５
月
1₆
日
〜
1₈
日

補
正
予
算

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）、
平
成
30
年
度

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）及
び
平
成
30
年
度

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）
は
「
平
成
30
年
度
予
算

審
査
特
別
委
員
会
」
に
審
査
を

付
託
し
た
。

そ
の
審
査
結
果
は
、
５
月
18

日
に
報
告
さ
れ
、
一
般
会
計
補

正
予
算
、
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
及
び
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
は
、
出
席
委
員
の

全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。（
報
告
書
は
24
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

◆
平
成
30
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

繰
上
充
用
金
等
と
し
て
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
千
410

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
35
億
８
千�

860
万
円

と
し
た
。

例
月
出
納
検
査

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
、
歳
入
歳
出
外

会
計
及
び
各
基
金
に
係
る
現

金
、
預
金
等
の
出
納
保
管
状
況

を
次
の
と
お
り
検
査
し
た
。

平
成
30
年
２
月
分
を

３
月
26
日
、
27
日
、
28
日
、

29
日
、
30
日

平
成
30
年
３
月
分
を

４
月
23
日
、
24
日
、
25
日
、

26
日

平
成
30
年
４
月
分
を

５
月
28
日
、
29
日
、
30
日
、

31
日

検
査
結
果

現
金
、
預
金
等
の
金
額
並
び

に
提
出
さ
れ
た
収
支
計
算
書
そ

の
他
の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
金

額
は
、
い
ず
れ
も
関
係
帳
簿
等

の
金
額
と
一
致
し
、
計
数
上
の

誤
り
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

３
月
の
検
査
日
に
お
け
る
水

道
事
業
会
計
の
貯
蔵
品
は
台
帳

と
在
庫
数
が
一
致
し
た
。

監
査
委
員

永
　
田
　
英
　
利

横
　
田
　
有
　
一

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質

問
者
が
要
約
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

■Q 

除
雪
作
業
と
雪
捨
て
場
に
つ
い
て

■A 

今
年
度
か
ら
新
体
制
を
構
築
し
て
対
処
す
る

平
　
松
　
俊
　
一
　
議
員

今
冬
の
積
雪
は
、
昨
年
の
11

月
か
ら
始
ま
り
、
今
年
の
３
月

末
迄
観
測
史
上
の
記
録
尽
く
め

で
推
移
し
、
町
民
生
活
に
多
大

な
不
便
と
町
財
政
に
大
き
な
負

担
を
残
し
た
。
そ
こ
で
次
の
点

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
除
雪
車
が
ア
イ
ロ
ン
を
掛
け

る
よ
う
に
圧
雪
し
て
行
く
除
雪

方
法
を
変
え
ら
れ
な
い
か
。

②
除
雪
路
線
で
排
雪
を
行
う
基

準
は
あ
る
か
。

③
暖
気
に
な
り
路
面
が
ザ
ク
ザ

ク
に
な
っ
た
場
合
、
委
託
契
約

業
者
を
出
動
さ
せ
ら
れ
る
か
。

④
通
学
児
童
等
が
積
雪
に
よ
り

歩
道
を
歩
け
ず
、
車
道
を
歩
く

こ
と
が
あ
る
が
、
臨
時
会
で
の

補
正
予
算
で
は
改
善
さ
れ
る
の

か
。

⑤
今
冬
は
、
地
域
防
災
計
画
で

避
難
施
設
に
指
定
さ
れ
た
駐
車

場
が
雪
捨
て
場
に
な
っ
た
が
今

後
は
ど
う
す
る
の
か
。

⑥
町
内
会
等
で
危
険
箇
所
の
除

排
雪
を
自
主
的
に
行
う
場
合
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

を
利
用
で
き
る
か
。

⑦
公
共
施
設
で
灯
油
や
プ
ロ
パ

ン
の
補
充
を
す
る
た
め
の
除
雪

は
誰
が
行
う
の
か
。

【
土
木
課
長
】

①
道
路
法
に
基
づ
き
、
道
路
面

が
通
行
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
に
除
雪
を
行
っ
て
い
る
。

②
除
雪
作
業
や
走
行
、
通
行
に

支
障
が
あ
る
場
合
に
実
施
す
る
。

③
委
託
業
者
の
除
雪
時
間
帯
は

夜
間
を
基
本
と
し
て
い
る
。昼
間

は
、交
通
渋
滞
を
招
い
た
り
、駐

車
車
両
の
影
響
が
あ
る
の
で
、必

要
な
場
合
は
直
営
で
対
応
す
る
。

④
臨
時
会
で
の
予
算
措
置
で
ミ

ニ
シ
ョ
ベ
ル
や
排
雪
回
数
の
増

加
を
見
込
ん
だ
の
で
、
以
前
よ

り
は
改
善
さ
れ
る
。

⑤
来
季
の
除
雪
契
約
は
例
年
よ

り
早
く
11
月
中
に
行
う
の
で
、

そ
れ
ま
で
に
新
た
な
雪
捨
て
場

所
を
追
加
指
定
し
た
い
。

⑦
必
要
が
あ
れ
ば
施
設
管
理
者

が
行
う
が
、
依
頼
の
あ
っ
た
施

設
は
土
木
課
が
行
う
。

【
福
祉
課
長
】

⑥
事
前
登
録
を
し
て
お
け
ば
、

制
度
利
用
は
可
能
で
あ
る
。

Q
学
校
給
食
の
公
会
計
化
と
食

材
提
供
等
に
つ
い
て

①
今
年
度
か
ら
多
子
世
帯
へ
の

給
食
費
支
援
を
行
い
、
来
年
度

は
給
食
費
の
値
上
げ
を
決
定
し

て
い
る
が
、
現
在
の
私
会
計
を

公
会
計
に
で
き
な
い
か
。

②
地
元
食
材
の
利
用
を
増
や
す

際
、
経
費
削
減
に
規
格
外
品
を

多
用
で
き
な
い
か
。

③
米
飯
の
外
注
を
自
炊
に
す
る

方
が
結
果
的
に
経
費
削
減
に
な

ら
な
い
か
。

④
地
域
防
災
計
画
で
は
給
食
セ

ン
タ
ー
が
食
の
提
供
を
行
う
と

し
て
い
る
が
可
能
な
の
か
。

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
】

①
私
会
計
運
営
の
安
定
化
を

図
っ
た
後
に
検
討
し
て
行
き
た

い
。

②
切
断
機
等
の
機
械
が
対
応
出

来
得
る
範
囲
に
限
ら
れ
る
。

③
現
在
の
建
物
で
は
、
増
改
築

を
伴
う
設
備
投
資
が
必
要
に
な

る
の
で
検
討
を
要
す
る
。

④
電
気
、
水
道
等
の
確
保
が
で

き
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

【
総
務
財
政
課
長
】

④
給
食
セ
ン
タ
ー
が
対
応
で
き

な
い
場
合
、
現
在
の
防
災
計
画

や
防
災
協
定
で
対
応
す
る
ほ
か
、

今
後
、
町
内
の
配
食
業
者
と
防

災
協
定
を
締
結
す
る
等
、
対
応

を
し
て
行
く
。

【
総
務
部
長
】

④
現
在
、
防
災
計
画
を
見
直
す

中
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
位
置

付
け
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
、
今
回
の
町
長
選
挙

の
結
果
と
今
後
の
決
意
に
つ
い

て
、
道
の
駅
用
地
の
民
間
借
地

に
つ
い
て
、
を
質
問
し
て
い
る
。

七飯町　議会だより

増
や
そ
う
資
源
！
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■Q 

図
書
館
の
建
設
計
画
及
び
学
校
図
書
室
の
現
状
に
つ
い
て

■A 

図
書
館
は
利
便
性
や
費
用
対
効
果
を
考
え
る
と
改
築
工

事
の
中
で
設
け
る
の
が
最
善

佐
　
野
　
史
　
人
　
議
員

■Q 

耐
震
改
修
促
進
計
画
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

■A 

活
断
層
が
２
㎞
伸
び
た
こ
と
に
よ
る
地
震
の
数
値
が
出

た
ら
、
計
画
を
見
直
し
た
い

上
　
野
　
武
　
彦
　
議
員

　
選
挙
公
約
に
「
本
町
地
域
セ

ン
タ
ー
を
民
間
活
力
で
…
」
と

あ
る
が
、
ど
の
様
な
図
書
館
を

想
定
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

七
飯
町
に
も
本
格
的
な
図
書
館

を
設
置
す
る
時
期
に
来
て
い
る

と
思
う
が
「
多
少
コ
ン
パ
ク
ト

で
も
独
立
し
た
図
書
館
」
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
伺
い
た
い
。

【
生
涯
教
育
課
長
】

　
老
朽
化
し
た
本
町
地
域
セ
ン

タ
ー
を
民
間
主
導
で
改
築
し
、

１
階
に
商
工
会
、
金
融
機
関
等
、

２
階
全
フ
ロ
ア
１
２
０
０
㎡
を

図
書
館
と
す
る
構
想
で
あ
る
。

現
在
の
約
200
㎡
の
６
倍
程
度
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
に

な
り
、
独
立
し
た
図
書
館
と
認

識
し
て
い
る
。

【
教
育
長
】

　
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
は
、

「
緑
の
中
に
」
と
の
提
案
で
は

あ
る
が
、
利
便
性
や
費
用
対
効

果
を
考
え
る
と
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
改
築
工
事
の
中
で

独
立
し
た
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
設

け
て
も
ら
う
、
こ
れ
が
最
善
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
ど
の
よ

う
な
蔵
書
を
置
く
か
、
読
み
聞

か
せ
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る

か
等
、
皆
様
の
意
見
を
お
聞
き

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
学
校
教
育
現
場
に
お
け
る
図

書
室
の
役
割
に
つ
い
て

　
年
間
ど
の
程
度
の
予
算
で
運

営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

蔵
書
基
準
は
満
た
さ
れ
て
い
る

の
か
、
学
校
司
書
の
配
置
と
、

購
入
す
る
本
の
選
定
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

【
学
校
教
育
課
長
】

　
児
童
生
徒
の
想
像
力
を
培
い
、

学
習
に
対
す
る
興
味
、
関
心
を

呼
び
起
こ
し
、
豊
か
な
心
を
は

ぐ
く
む
読
書
セ
ン
タ
ー
や
学
習

情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能

を
有
し
、
学
校
教
育
の
充
実
に

寄
与
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
本
の
購
入
は
、
小
学
校
で

150
万
円
、
中
学
校
で
100
万
円
で
、

司
書
教
諭
が
中
心
と
な
っ
て
選

定
し
て
い
る
が
、
昨
年
度
よ
り

児
童
生
徒
の
読
書
意
欲
の
向
上

を
願
っ
て
児
童
生
徒
自
ら
書
店

へ
出
向
き
、
読
み
た
い
本
を
購

入
す
る
事
も
行
っ
て
い
る
。

　
学
校
司
書
の
配
置
は
、
法
的

に
は
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る

が
、
当
町
で
は
配
置
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
司
書
教
諭
を
配

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
校

は
３
校
で
あ
り
、
全
校
配
置
さ

れ
て
お
り
、
学
校
図
書
機
能
は

充
分
発
揮
さ
れ
、
支
障
な
く
運

営
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

【
教
育
長
】

　
学
校
図
書
室
に
お
け
る
司
書

教
諭
の
配
置
は
、
司
書
教
諭
の

免
許
を
持
っ
て
い
て
も
現
場
が

忙
し
く
子
ど
も
達
と
接
す
る
時

間
が
取
れ
な
い
現
状
を
「
働
き

型
改
革
を
進
め
る
」
中
で
先
生

方
の
ゆ
と
り
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
本
の
選
定
に
関
し
て
は
、
一

昨
年
よ
り
先
生
方
が
選
ん
だ
本

以
外
に
、
図
書
委
員
を
本
屋
に

連
れ
て
行
き
選
ば
せ
る
と
い
う

事
を
行
っ
て
い
る
。
総
額
の
中

の
割
合
で
あ
る
が
、
先
生
方
が

読
ま
せ
た
い
本
と
児
童
生
徒
が

読
み
た
い
本
、
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
て
行
っ
て
い
る
。
児
童
生

徒
に
と
っ
て
は
、
自
分
が
選
ん

だ
本
が
読
ま
れ
て
い
る
か
、
大

変
刺
激
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

効
果
も
あ
る
。

　
そ
の
他
、
児
童
生
徒
の
不
登

校
の
現
状
と
教
育
委
員
会
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
か
、
教
育
行
政
方
針

に
「
地
域
の
教
育
力
の
向
上
に

努
め
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
目

的
と
ど
の
よ
う
な
手
法
を
検
討

し
て
い
る
の
か
を
質
問
し
て
い

る
。

　
七
飯
町
は
、
平
成
23
年
３
月

に
昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
基

準
の
建
築
物
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
度
ま
で
に
耐
震
化
率
を

90
％
に
す
る
耐
震
改
修
促
進
計

画
を
策
定
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

①
平
成
22
年
の
段
階
で
、
昭

和
56
年
以
前
の
民
間
住
宅
は

６
０
６
４
棟
、
公
共
施
設
は
99

棟
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
耐
震

化
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
未

達
成
に
な
っ
た
原
因
は
何
か
、

耐
震
化
が
未
達
成
に
な
っ
た
建

築
物
に
つ
い
て
、
今
後
何
時
迄

に
耐
震
化
を
達
成
す
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
具
体
的
な
手
立
て

に
つ
い
て
。

②
平
成
23
年
に
実
施
さ
れ
た
文

部
科
学
省
の
調
査
で
、
函
館
平

野
西
縁
の
活
断
層
が
海
側
に
２

㎞
連
続
し
て
お
り
、
断
層
が
26

㎞
に
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
発
生
す
る
地
震
の
震
度

は
、
活
断
層
の
長
さ
に
比
例
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
発
生

す
る
地
震
の
震
度
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
地
震

の
被
害
は
ど
の
よ
う
に
想
定
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
、
七
飯
町
の

防
災
計
画
に
そ
の
結
果
は
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
都
市
住
宅
課
長
】

　
昭
和
56
年
以
前
の
住
宅
の
改

修
や
新
築
住
宅
の
建
築
に
よ
り

平
成
29
年
度
末
で
耐
震
性
な
し

で
は
、
３
６
７
９
棟
で
耐
震
化

率
は
76
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
99
棟
の
公
共
住
宅
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
末
で
耐
震

化
率
は
84
．
９
％
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
、
無
料
の
簡
易

診
断
や
耐
震
診
断
に
対
す
る
助

成
の
活
用
を
広
報
誌
や
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
活
用
を
図
っ

て
き
た
が
、
利
用
が
な
い
状
況

で
あ
る
。
公
共
住
宅
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
多
額
の
費
用

を
要
す
る
こ
と
か
ら
関
係
部
局

と
協
議
し
、
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

【
総
務
財
政
課
長
】

　
北
海
道
が
公
表
し
た
平
成
28

年
度
の
函
館
平
野
西
縁
の
断
層

帯
の
震
度
７
に
対
す
る
建
物
被

害
は
、
七
飯
町
で
は
全
壊
が
71

棟
、
半
壊
が
236
棟
、
重
軽
傷
者

数
35
名
と
な
っ
て
い
る
。

【
再
質
問
】

　
函
館
平
野
西
縁
の
活
断
層
は
、

今
後
30
年
間
に
０
か
ら
１
％
と

全
国
の
活
断
層
の
中
で
も
比
較

的
高
い
確
率
で
地
震
の
発
生
す

る
地
域
に
な
っ
て
い
る
が
、
答

弁
で
は
平
成
27
年
ま
で
に
耐
震

化
率
を
90
％
に
す
る
と
い
う
耐

震
改
修
促
進
計
画
が
実
態
的
に

動
い
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

今
後
に
つ
い
て
も
見
通
し
の
持

て
る
よ
う
な
対
策
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。

　
活
断
層
の
長
さ
が
２
㎞
伸
び

た
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
地
震

の
震
度
や
そ
れ
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
は
早
急
に
調
査
を
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
地
震
対

策
を
本
気
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
町

長
が
町
政
の
基
本
と
し
て
い
る

町
民
の
安
心
安
全
は
担
保
さ
れ

な
い
。
い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
具
体
的
な
答

弁
を
求
め
ま
す
。

【
総
務
財
政
課
長
】

　
活
断
層
の
距
離
が
２
㎞
伸
び

た
こ
と
に
よ
る
被
害
想
定
に
つ

い
て
は
、
国
の
機
関
か
ら
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。
数
値
が
出

た
際
に
は
改
め
て
計
画
の
見
直

し
が
必
要
か
議
論
を
し
て
計
画

に
載
せ
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
実
現
を
、
を
質
問

し
て
い
る
。
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15
億
３
千
900
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　�

西
松
・
鈴
木
・
カ
ワ
マ
タ
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　�

代
表
者
　
札
幌
市
北
区
北
７

条
西
２
丁
目
20
番
地

　�

西
松
建
設
株
式
会
社
　
札
幌

支
店

◆
集
出
荷
予
冷
施
設
電
気
設
備

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
２
億
250
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　�

道
富
士
・
中
・
松
田
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

　�

代
表
者
　
札
幌
市
中
央
区
大

通
東
７
丁
目
１
番
118

　
北
海
道
富
士
電
機
株
式
会
社

◆
集
出
荷
予
冷
施
設
機
械
設
備

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
８
千
985
万
６
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

�

青
函
・
石
岡
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

代
表
者
１
亀
田
郡
七
飯
町
字

大
沼
町
821
番
地

株
式
会
社
青
函
設
備
工
業
１

七
飯
支
店

◆
集
出
荷
予
冷
施
設
真
空
予
冷

製
造
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

▽
契
約
の
方
法

　
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　
１
億
１
千
815
万
２
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

大
阪
府
大
阪
市
北
区
鶴
野
町

１
番
９
号

ヤ
ン
マ
ー
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ

ム
株
式
会
社

第
２
回
臨
時
会

平
成
30
年

�

５
月
1₆
日
〜
1₈
日

補
正
予
算

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）、
平
成
30
年
度

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）及
び
平
成
30
年
度

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）
は
「
平
成
30
年
度
予
算

審
査
特
別
委
員
会
」
に
審
査
を

付
託
し
た
。

そ
の
審
査
結
果
は
、
５
月
18

日
に
報
告
さ
れ
、
一
般
会
計
補

正
予
算
、
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
及
び
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
は
、
出
席
委
員
の

全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
。（
報
告
書
は
24
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

◆
平
成
30
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

繰
上
充
用
金
等
と
し
て
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
千
410

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
35
億
８
千�

860
万
円

と
し
た
。

例
月
出
納
検
査

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
、
歳
入
歳
出
外

会
計
及
び
各
基
金
に
係
る
現

金
、
預
金
等
の
出
納
保
管
状
況

を
次
の
と
お
り
検
査
し
た
。

平
成
30
年
２
月
分
を

３
月
26
日
、
27
日
、
28
日
、

29
日
、
30
日

平
成
30
年
３
月
分
を

４
月
23
日
、
24
日
、
25
日
、

26
日

平
成
30
年
４
月
分
を

５
月
28
日
、
29
日
、
30
日
、

31
日

検
査
結
果

現
金
、
預
金
等
の
金
額
並
び

に
提
出
さ
れ
た
収
支
計
算
書
そ

の
他
の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
金

額
は
、
い
ず
れ
も
関
係
帳
簿
等

の
金
額
と
一
致
し
、
計
数
上
の

誤
り
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

３
月
の
検
査
日
に
お
け
る
水

道
事
業
会
計
の
貯
蔵
品
は
台
帳

と
在
庫
数
が
一
致
し
た
。

監
査
委
員

永
　
田
　
英
　
利

横
　
田
　
有
　
一

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質

問
者
が
要
約
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

■Q 

除
雪
作
業
と
雪
捨
て
場
に
つ
い
て

■A 

今
年
度
か
ら
新
体
制
を
構
築
し
て
対
処
す
る

平
　
松
　
俊
　
一
　
議
員

今
冬
の
積
雪
は
、
昨
年
の
11

月
か
ら
始
ま
り
、
今
年
の
３
月

末
迄
観
測
史
上
の
記
録
尽
く
め

で
推
移
し
、
町
民
生
活
に
多
大

な
不
便
と
町
財
政
に
大
き
な
負

担
を
残
し
た
。
そ
こ
で
次
の
点

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
除
雪
車
が
ア
イ
ロ
ン
を
掛
け

る
よ
う
に
圧
雪
し
て
行
く
除
雪

方
法
を
変
え
ら
れ
な
い
か
。

②
除
雪
路
線
で
排
雪
を
行
う
基

準
は
あ
る
か
。

③
暖
気
に
な
り
路
面
が
ザ
ク
ザ

ク
に
な
っ
た
場
合
、
委
託
契
約

業
者
を
出
動
さ
せ
ら
れ
る
か
。

④
通
学
児
童
等
が
積
雪
に
よ
り

歩
道
を
歩
け
ず
、
車
道
を
歩
く

こ
と
が
あ
る
が
、
臨
時
会
で
の

補
正
予
算
で
は
改
善
さ
れ
る
の

か
。

⑤
今
冬
は
、
地
域
防
災
計
画
で

避
難
施
設
に
指
定
さ
れ
た
駐
車

場
が
雪
捨
て
場
に
な
っ
た
が
今

後
は
ど
う
す
る
の
か
。

⑥
町
内
会
等
で
危
険
箇
所
の
除

排
雪
を
自
主
的
に
行
う
場
合
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

を
利
用
で
き
る
か
。

⑦
公
共
施
設
で
灯
油
や
プ
ロ
パ

ン
の
補
充
を
す
る
た
め
の
除
雪

は
誰
が
行
う
の
か
。

【
土
木
課
長
】

①
道
路
法
に
基
づ
き
、
道
路
面

が
通
行
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
に
除
雪
を
行
っ
て
い
る
。

②
除
雪
作
業
や
走
行
、
通
行
に

支
障
が
あ
る
場
合
に
実
施
す
る
。

③
委
託
業
者
の
除
雪
時
間
帯
は

夜
間
を
基
本
と
し
て
い
る
。昼
間

は
、交
通
渋
滞
を
招
い
た
り
、駐

車
車
両
の
影
響
が
あ
る
の
で
、必

要
な
場
合
は
直
営
で
対
応
す
る
。

④
臨
時
会
で
の
予
算
措
置
で
ミ

ニ
シ
ョ
ベ
ル
や
排
雪
回
数
の
増

加
を
見
込
ん
だ
の
で
、
以
前
よ

り
は
改
善
さ
れ
る
。

⑤
来
季
の
除
雪
契
約
は
例
年
よ

り
早
く
11
月
中
に
行
う
の
で
、

そ
れ
ま
で
に
新
た
な
雪
捨
て
場

所
を
追
加
指
定
し
た
い
。

⑦
必
要
が
あ
れ
ば
施
設
管
理
者

が
行
う
が
、
依
頼
の
あ
っ
た
施

設
は
土
木
課
が
行
う
。

【
福
祉
課
長
】

⑥
事
前
登
録
を
し
て
お
け
ば
、

制
度
利
用
は
可
能
で
あ
る
。

Q
学
校
給
食
の
公
会
計
化
と
食

材
提
供
等
に
つ
い
て

①
今
年
度
か
ら
多
子
世
帯
へ
の

給
食
費
支
援
を
行
い
、
来
年
度

は
給
食
費
の
値
上
げ
を
決
定
し

て
い
る
が
、
現
在
の
私
会
計
を

公
会
計
に
で
き
な
い
か
。

②
地
元
食
材
の
利
用
を
増
や
す

際
、
経
費
削
減
に
規
格
外
品
を

多
用
で
き
な
い
か
。

③
米
飯
の
外
注
を
自
炊
に
す
る

方
が
結
果
的
に
経
費
削
減
に
な

ら
な
い
か
。

④
地
域
防
災
計
画
で
は
給
食
セ

ン
タ
ー
が
食
の
提
供
を
行
う
と

し
て
い
る
が
可
能
な
の
か
。

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
】

①
私
会
計
運
営
の
安
定
化
を

図
っ
た
後
に
検
討
し
て
行
き
た

い
。

②
切
断
機
等
の
機
械
が
対
応
出

来
得
る
範
囲
に
限
ら
れ
る
。

③
現
在
の
建
物
で
は
、
増
改
築

を
伴
う
設
備
投
資
が
必
要
に
な

る
の
で
検
討
を
要
す
る
。

④
電
気
、
水
道
等
の
確
保
が
で

き
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

【
総
務
財
政
課
長
】

④
給
食
セ
ン
タ
ー
が
対
応
で
き

な
い
場
合
、
現
在
の
防
災
計
画

や
防
災
協
定
で
対
応
す
る
ほ
か
、

今
後
、
町
内
の
配
食
業
者
と
防

災
協
定
を
締
結
す
る
等
、
対
応

を
し
て
行
く
。

【
総
務
部
長
】

④
現
在
、
防
災
計
画
を
見
直
す

中
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
位
置

付
け
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
、
今
回
の
町
長
選
挙

の
結
果
と
今
後
の
決
意
に
つ
い

て
、
道
の
駅
用
地
の
民
間
借
地

に
つ
い
て
、
を
質
問
し
て
い
る
。
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■Q 
図
書
館
の
建
設
計
画
及
び
学
校
図
書
室
の
現
状
に
つ
い
て

■A 
図
書
館
は
利
便
性
や
費
用
対
効
果
を
考
え
る
と
改
築
工

事
の
中
で
設
け
る
の
が
最
善

佐
　
野
　
史
　
人
　
議
員

■Q 

耐
震
改
修
促
進
計
画
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

■A 

活
断
層
が
２
㎞
伸
び
た
こ
と
に
よ
る
地
震
の
数
値
が
出

た
ら
、
計
画
を
見
直
し
た
い

上
　
野
　
武
　
彦
　
議
員

　
選
挙
公
約
に
「
本
町
地
域
セ

ン
タ
ー
を
民
間
活
力
で
…
」
と

あ
る
が
、
ど
の
様
な
図
書
館
を

想
定
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

七
飯
町
に
も
本
格
的
な
図
書
館

を
設
置
す
る
時
期
に
来
て
い
る

と
思
う
が
「
多
少
コ
ン
パ
ク
ト

で
も
独
立
し
た
図
書
館
」
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
伺
い
た
い
。

【
生
涯
教
育
課
長
】

　
老
朽
化
し
た
本
町
地
域
セ
ン

タ
ー
を
民
間
主
導
で
改
築
し
、

１
階
に
商
工
会
、
金
融
機
関
等
、

２
階
全
フ
ロ
ア
１
２
０
０
㎡
を

図
書
館
と
す
る
構
想
で
あ
る
。

現
在
の
約
200
㎡
の
６
倍
程
度
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
に

な
り
、
独
立
し
た
図
書
館
と
認

識
し
て
い
る
。

【
教
育
長
】

　
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
は
、

「
緑
の
中
に
」
と
の
提
案
で
は

あ
る
が
、
利
便
性
や
費
用
対
効

果
を
考
え
る
と
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
改
築
工
事
の
中
で

独
立
し
た
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
設

け
て
も
ら
う
、
こ
れ
が
最
善
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
ど
の
よ

う
な
蔵
書
を
置
く
か
、
読
み
聞

か
せ
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る

か
等
、
皆
様
の
意
見
を
お
聞
き

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
学
校
教
育
現
場
に
お
け
る
図

書
室
の
役
割
に
つ
い
て

　
年
間
ど
の
程
度
の
予
算
で
運

営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

蔵
書
基
準
は
満
た
さ
れ
て
い
る

の
か
、
学
校
司
書
の
配
置
と
、

購
入
す
る
本
の
選
定
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

【
学
校
教
育
課
長
】

　
児
童
生
徒
の
想
像
力
を
培
い
、

学
習
に
対
す
る
興
味
、
関
心
を

呼
び
起
こ
し
、
豊
か
な
心
を
は

ぐ
く
む
読
書
セ
ン
タ
ー
や
学
習

情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能

を
有
し
、
学
校
教
育
の
充
実
に

寄
与
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
本
の
購
入
は
、
小
学
校
で

150
万
円
、
中
学
校
で
100
万
円
で
、

司
書
教
諭
が
中
心
と
な
っ
て
選

定
し
て
い
る
が
、
昨
年
度
よ
り

児
童
生
徒
の
読
書
意
欲
の
向
上

を
願
っ
て
児
童
生
徒
自
ら
書
店

へ
出
向
き
、
読
み
た
い
本
を
購

入
す
る
事
も
行
っ
て
い
る
。

　
学
校
司
書
の
配
置
は
、
法
的

に
は
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
る

が
、
当
町
で
は
配
置
さ
れ
て
い

な
い
。
ま
た
、
司
書
教
諭
を
配

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
校

は
３
校
で
あ
り
、
全
校
配
置
さ

れ
て
お
り
、
学
校
図
書
機
能
は

充
分
発
揮
さ
れ
、
支
障
な
く
運

営
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

【
教
育
長
】

　
学
校
図
書
室
に
お
け
る
司
書

教
諭
の
配
置
は
、
司
書
教
諭
の

免
許
を
持
っ
て
い
て
も
現
場
が

忙
し
く
子
ど
も
達
と
接
す
る
時

間
が
取
れ
な
い
現
状
を
「
働
き

型
改
革
を
進
め
る
」
中
で
先
生

方
の
ゆ
と
り
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
本
の
選
定
に
関
し
て
は
、
一

昨
年
よ
り
先
生
方
が
選
ん
だ
本

以
外
に
、
図
書
委
員
を
本
屋
に

連
れ
て
行
き
選
ば
せ
る
と
い
う

事
を
行
っ
て
い
る
。
総
額
の
中

の
割
合
で
あ
る
が
、
先
生
方
が

読
ま
せ
た
い
本
と
児
童
生
徒
が

読
み
た
い
本
、
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
て
行
っ
て
い
る
。
児
童
生

徒
に
と
っ
て
は
、
自
分
が
選
ん

だ
本
が
読
ま
れ
て
い
る
か
、
大

変
刺
激
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

効
果
も
あ
る
。

　
そ
の
他
、
児
童
生
徒
の
不
登

校
の
現
状
と
教
育
委
員
会
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
か
、
教
育
行
政
方
針

に
「
地
域
の
教
育
力
の
向
上
に

努
め
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
目

的
と
ど
の
よ
う
な
手
法
を
検
討

し
て
い
る
の
か
を
質
問
し
て
い

る
。

　
七
飯
町
は
、
平
成
23
年
３
月

に
昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
基

準
の
建
築
物
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
度
ま
で
に
耐
震
化
率
を

90
％
に
す
る
耐
震
改
修
促
進
計

画
を
策
定
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

①
平
成
22
年
の
段
階
で
、
昭

和
56
年
以
前
の
民
間
住
宅
は

６
０
６
４
棟
、
公
共
施
設
は
99

棟
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
耐
震

化
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
未

達
成
に
な
っ
た
原
因
は
何
か
、

耐
震
化
が
未
達
成
に
な
っ
た
建

築
物
に
つ
い
て
、
今
後
何
時
迄

に
耐
震
化
を
達
成
す
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
具
体
的
な
手
立
て

に
つ
い
て
。

②
平
成
23
年
に
実
施
さ
れ
た
文

部
科
学
省
の
調
査
で
、
函
館
平

野
西
縁
の
活
断
層
が
海
側
に
２

㎞
連
続
し
て
お
り
、
断
層
が
26

㎞
に
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
発
生
す
る
地
震
の
震
度

は
、
活
断
層
の
長
さ
に
比
例
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
発
生

す
る
地
震
の
震
度
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
地
震

の
被
害
は
ど
の
よ
う
に
想
定
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
、
七
飯
町
の

防
災
計
画
に
そ
の
結
果
は
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
都
市
住
宅
課
長
】

　
昭
和
56
年
以
前
の
住
宅
の
改

修
や
新
築
住
宅
の
建
築
に
よ
り

平
成
29
年
度
末
で
耐
震
性
な
し

で
は
、
３
６
７
９
棟
で
耐
震
化

率
は
76
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
99
棟
の
公
共
住
宅
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
末
で
耐
震

化
率
は
84
．
９
％
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
、
無
料
の
簡
易

診
断
や
耐
震
診
断
に
対
す
る
助

成
の
活
用
を
広
報
誌
や
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
活
用
を
図
っ

て
き
た
が
、
利
用
が
な
い
状
況

で
あ
る
。
公
共
住
宅
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
多
額
の
費
用

を
要
す
る
こ
と
か
ら
関
係
部
局

と
協
議
し
、
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

【
総
務
財
政
課
長
】

　
北
海
道
が
公
表
し
た
平
成
28

年
度
の
函
館
平
野
西
縁
の
断
層

帯
の
震
度
７
に
対
す
る
建
物
被

害
は
、
七
飯
町
で
は
全
壊
が
71

棟
、
半
壊
が
236
棟
、
重
軽
傷
者

数
35
名
と
な
っ
て
い
る
。

【
再
質
問
】

　
函
館
平
野
西
縁
の
活
断
層
は
、

今
後
30
年
間
に
０
か
ら
１
％
と

全
国
の
活
断
層
の
中
で
も
比
較

的
高
い
確
率
で
地
震
の
発
生
す

る
地
域
に
な
っ
て
い
る
が
、
答

弁
で
は
平
成
27
年
ま
で
に
耐
震

化
率
を
90
％
に
す
る
と
い
う
耐

震
改
修
促
進
計
画
が
実
態
的
に

動
い
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

今
後
に
つ
い
て
も
見
通
し
の
持

て
る
よ
う
な
対
策
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。

　
活
断
層
の
長
さ
が
２
㎞
伸
び

た
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
地
震

の
震
度
や
そ
れ
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
は
早
急
に
調
査
を
し
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
地
震
対

策
を
本
気
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
町

長
が
町
政
の
基
本
と
し
て
い
る

町
民
の
安
心
安
全
は
担
保
さ
れ

な
い
。
い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
具
体
的
な
答

弁
を
求
め
ま
す
。

【
総
務
財
政
課
長
】

　
活
断
層
の
距
離
が
２
㎞
伸
び

た
こ
と
に
よ
る
被
害
想
定
に
つ

い
て
は
、
国
の
機
関
か
ら
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。
数
値
が
出

た
際
に
は
改
め
て
計
画
の
見
直

し
が
必
要
か
議
論
を
し
て
計
画

に
載
せ
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
実
現
を
、
を
質
問

し
て
い
る
。
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１
．
審
査
に
付
託
さ
れ
た
事
件

名⑴
議
案
第
31
号
　
平
成
30
年
度

七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

⑵
議
案
第
33
号
　
平
成
30
年
度

七
飯
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

⑶
議
案
第
34
号
　
平
成
30
年
度

七
飯
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

２
．
審
査
の
経
過

　
平
成
30
年
５
月
16
日
、17
日
、

18
日
の
３
日
間
、
委
員
会
を
開

催
し
、
担
当
部
長
、
教
育
次
長
、

担
当
課
長
、
セ
ン
タ
ー
長
及
び

参
事
の
出
席
を
求
め
、
審
査
を

行
っ
た
。

３
．
決
定
及
び
理
由

◇
決
　
　
定
　
　
原
案
可
決

◇
理
　
　
由

　
当
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
３
議
案
に
つ
い
て
、
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、議
案
第
31
号
、

議
案
第
33
号
及
び
議
案
第
34
号

は
、
い
ず
れ
も
出
席
委
員
の
全

員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
な
お
、
委
員
会
の
審
議
の
中

で
、
現
在
の
財
政
状
況
を
認
識

し
、
常
に
情
報
収
集
し
て
経
費

の
圧
縮
等
を
望
む
意
見
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
委
員
会
と
し
て

は
、
予
算
の
執
行
に
当
た
り
、

慎
重
か
つ
効
率
的
な
執
行
を
強

く
望
む
も
の
で
あ
る
。

特 

別 

委 

員 

会 

報 

告

平
成
30
年
度 

予 

算 

審 

査

特 

別 

委 

員 

会

委
員
長

　畑

　中

　静

　一

平
成
30
年
５
月
16
日
第
２
回
臨
時
会
に
お
け
る
議
決
に
基
づ
き
、
当

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
を
下
記

の
と
お
り
報
告
す
る
。

平成３０年度予算審査特別委員会付託事件　一般会計予算（骨格・政策）
【歳　入】� （単位：千円）

款 骨格予算 政策予算 計 前年度予算 比　較

１町 　 　 � � 　 税 2,900,928 0 2,900,928 2,695,842 205,086

２地 方 譲 与 税 111,800 0 111,800 107,900 3,900

３利 子 割 交 付 金 3,500 0 3,500 2,000 1,500

４配 当 割 交 付 金 2,900 0 2,900 11,400 △ 8,500

５株式等譲渡所得割交付金 2,500 0 2,500 9,900 △ 7,400

６地方消費税交付金 540,700 0 540,700 528,600 12,100

７ゴルフ場利用税交付金 6,200 0 6,200 5,500 700

８自動車取得税交付金 29,300 0 29,300 20,000 9,300

９地 方 特 例 交 付 金 20,500 0 20,500 15,100 5,400

１０地 方 交 付 税 3,144,000 0 3,144,000 3,170,000 △ 26,000

１１交通安全対策特別交付金 3,500 0 3,500 3,500 0

１２分担金及び負担金 155,011 0 155,011 163,721 △ 8,710

１３使用料及び手数料 229,212 0 229,212 227,083 2,129

１４国 庫 支 出 金 1,298,846 130,820 1,429,666 1,655,375 △ 225,709

１５道 支 出 金 860,154 72,264 932,418 837,580 94,838

１６財 産 収 入 11,180 10,680 21,860 22,453 △ 593

１７寄 附 金 100,004 0 100,004 60,004 40,000

１８繰 入 金 246,461 283,836 530,297 885,168 △ 354,871

１９繰 越 金 5,000 0 5,000 5,000 0

２０諸 収 入 174,904 0 174,904 235,874 △ 60,970

２１町 債 553,400 527,400 1,080,800 1,738,000 △ 657,200

合 　 計 10,400,000 1,025,000 11,425,000 12,400,000 △ 975,000

平成３０年度予算審査特別委員会付託事件　特別会計・企業会計予算（骨格・政策）（単位：千円）

会　計　名 骨格予算 政策予算 計 前年度予算 比　較

下 水 道 事 業 860,200 61,000 921,200 1,071,000 △ 149,800

水
道
事
業

収益的収入 514,000 0 514,000 494,000 20,000

収益的支出 468,300 1,750 470,050 467,600 2,450

資本的収入 128,000 30,700 158,700 216,503 △ 57,803

資本的支出 291,500 34,563 326,063 379,287 △ 53,224

【歳　出】� （単位：千円）

款 骨格予算 政策予算 計 前年度予算 比　較

１議 会 費 99,072 0 99,072 102,125 △ 3,053

２総 務 費 434,336 1,222 435,558 556,509 △ 120,951

３民 生 費 4,263,978 322 4,264,300 3,833,111 431,189

４衛 生 費 812,347 32,893 845,240 849,184 △ 3,944

５労 働 費 39,305 0 39,305 39,305 0

６農 林 水 産 業 費 93,218 89,640 182,858 450,366 △ 267,508

７商 工 費 294,919 219,501 514,420 156,710 357,710

８土 木 費 619,337 407,735 1,027,072 1,786,909 △ 759,837

９消 防 費 591,473 1,059 592,532 565,369 27,163

１０教 育 費 624,073 272,628 896,701 1,722,445 △ 825,744

１１災 害 復 旧 費 1,500 0 1,500 1,000 500

１２公 債 費 1,206,931 0 1,206,931 1,057,420 149,511

１３職 員 費 1,314,511 0 1,314,511 1,274,547 39,964

１４予 備 費 5,000 0 5,000 5,000 0

合 　 計 10,400,000 1,025,000 11,425,000 12,400,000 △ 975,000

平成３０年 第３回定例会は ９月６日㈭午前１０時から開催を予定しています。

議会を傍聴
しませんか 議会では開かれた議会活動を目指して、

多くの方々の傍聴を望んでいます。

～ 役場１階ギャラリーで
　　　　　　ライブ中継しています ～
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１
．
平
成
27
年
６
月
15
日
に
第

１
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
長
に
平
松
俊
一
委
員
、
副

委
員
長
に
青
山
金
助
委
員
を
そ

れ
ぞ
れ
互
選
し
た
。

２
．
平
成
27
年
11
月
17
日
に
第

２
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

議
会
活
性
化
に
関
す
る
検
討
事

項
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
最
初
に
、
前
期
の
報
告
書
の

内
容
を
確
認
し
、
今
後
、
当
委

員
会
と
し
て
次
の
項
目
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
町
民
か
ら
要
望
書
が

あ
っ
た
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

は
、
優
先
的
に
協
議
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
委
員
会
を
閉
会
し

た
。

【
委
員
会
で
の
検
討
事
項
】

・
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

・
議
員
定
数（
七
飯
町
議
会
の

議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
）

に
つ
い
て

・
議
会
の
公
開（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
配
信
）
に
つ

い
て

・
通
年
議
会（
七
飯
町
議
会
定

例
会
条
例
）に
つ
い
て

・
会
議
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載

３
．
平
成
27
年
12
月
９
日
に
第

３
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
他
の
自

治
体
の
開
催
状
況
の
資
料
を
基

に
協
議
を
行
っ
た
。

　
議
会
主
催
の
住
民
懇
談
会
又

は
議
会
報
告
会
を
実
施
し
て
い

る
町
村
は
、
道
内
144
町
村
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
人
口
２
万
人
以

上
の
美
幌
町
、
遠
軽
町
、
音
更

町
、
幕
別
町
の
実
施
状
況
、
議

会
改
革
の
先
進
地
で
あ
る
栗
山

町
の
実
施
状
況
並
び
に
渡
島
管

内
の
実
施
状
況
を
参
考
に
協
議

を
行
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
全
国
的
な
状

況
と
実
施
回
数
等
の
実
績
を
含

め
た
資
料
の
要
求
が
あ
っ
た
。

　
次
回
に
資
料
の
提
出
を
す
る

こ
と
と
し
、
委
員
会
を
閉
会
し

た
。

４
．
平
成
28
年
８
月
24
日
に
第

４
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

議
会
報
告
会
と
町
民
か
ら
の
要

望
で
あ
る
対
話
集
会
の
開
催
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
七
飯
町
議
会
基
本
条
例
に
は
、

議
会
報
告
会
の
開
催
を
明
示
し

て
い
な
い
が
、
開
催
し
た
場
合

に
は
一
方
的
な
報
告
と
は
な
ら

な
い
よ
う
、
開
催
要
綱
や
実
施

要
領
を
作
成
し
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

　
次
回
に
議
会
報
告
会
の
実
施

要
綱
の
素
案
を
提
出
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
委
員
会
を
閉
会
し

た
。

５
．
平
成
28
年
11
月
11
日
に
第

５
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

人
口
２
万
５
千
人
以
上
４
万
人

未
満
の
議
会
で
「
議
会
主
催
の

住
民
懇
談
会
・
議
会
報
告
会
の

実
施
」
を
し
て
い
る
38
議
会
の

う
ち
、「
議
会
の
活
性
化
へ
の

取
組
」
を
行
っ
て
い
る
９
議
会

の
実
施
状
況
の
資
料
と
、
栗
山

町
議
会
の
議
会
報
告
会
開
催
要

領
を
参
考
に
作
成
し
た
要
綱
の

素
案
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
資
料
を
基
に
各
会
派
に
お
い

て
協
議
し
、
協
議
結
果
を
議
会

事
務
局
に
報
告
し
て
も
ら
い
、

一
覧
に
ま
と
め
た
資
料
を
作
成

す
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
委
員

会
を
閉
会
し
た
。

６
．
平
成
29
年
１
月
27
日
に
第

６
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

前
回
提
出
さ
れ
た
素
案
を
基
に

各
会
派
で
協
議
さ
れ
た
内
容
の

比
較
表
を
参
考
に
協
議
を
行
っ

た
。

　
最
初
に
、
第
１
条
の
趣
旨
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
、
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。

（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
要
綱
は
、
七

飯
町
議
会
基
本
条
例（
平
成

26
年
条
例
第
10
号
）
第
５
条

第
５
項
に
基
づ
く
議
会
報
告

会
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
議
会
報
告
会
の
実
施
に
関
す

る
協
議
の
中
で
、
議
会
か
ら
の

一
方
的
な
報
告
だ
け
で
な
く
、

町
民
と
意
見
交
換
を
し
て
町
民

の
意
見
を
政
策
に
反
映
さ
せ
て

は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
が
、
議
会
報
告
会
に
お
い
て

も
、
意
見
交
換
を
し
な
い
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、

決
定
し
た
。

　
次
に
、
第
２
条
以
降
の
各
相

違
点
の
協
議
を
行
い
、
ま
と
め

た
も
の
を
次
回
の
委
員
会
で
確

認
す
る
こ
と
と
し
て
、
委
員
会

を
閉
会
し
た
。

７
．
平
成
29
年
４
月
21
日
に
第

７
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
た

が
、
委
員
長
の
行
動
に
対
し
新

聞
報
道
さ
れ
た
件
に
つ
い
て
疑

義
が
あ
り
流
会
と
し
た
。

８
．
平
成
29
年
６
月
２
日
に
第

７
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
委
員

長
辞
任
の
件
を
副
委
員
長
に
お

い
て
議
題
と
し
、
承
認
さ
れ
た
。

　
引
き
続
き
、
新
た
に
委
員
長

の
互
選
を
行
い
、
横
田
委
員
を

委
員
長
に
選
任
し
、
委
員
会
を

閉
会
し
た
。

９
．
平
成
29
年
７
月
14
日
に
第

８
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

七
飯
町
議
会
報
告
会
実
施
要
綱

に
つ
い
て
最
終
的
な
確
認
を
行

い
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
要
綱
は
、
七
飯

町
議
会
基
本
条
例（
平
成
26
年

条
例
第
10
号
）
第
５
条
第
５
項

に
基
づ
く
議
会
報
告
会
の
実
施

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

（
実
施
）

第
２
条
　
議
会
報
告
会
は
、
年

１
回
年
度
当
初
に
開
催
す
る
。

２
　
実
施
対
象
は
、
町
内
会
、

産
業
経
済
団
体
、
社
会
福
祉
団

体
、
文
化
団
体
等
の
公
共
的
団

体
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
七

飯
町
内
に
事
務
局
を
有
し
て
い

る
団
体
と
す
る
。

（
議
会
報
告
会
運
営
委
員
会
）

第
３
条
　
議
会
報
告
会
を
開
催

す
る
た
め
、
議
会
報
告
会
運
営

委
員
会（
以
下「
運
営
委
員
会
」

と
い
う
。）を
設
け
る
。

２
　
運
営
委
員
会
の
委
員
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

⑴
議
長
及
び
副
議
長

⑵
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
及

び
副
委
員
長

⑶
各
常
任
委
員
会
委
員
長
及
び

副
委
員
長

３
　
運
営
委
員
会
の
委
員
長
及

び
副
委
員
長
は
、
委
員
の
互
選

に
よ
り
決
定
す
る
。

（
内
容
）

第
４
条
　
議
会
報
告
会
の
内
容

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち

か
ら
、
そ
の
都
度
、
運
営
委
員

会
で
決
定
す
る
。

⑴
議
会
の
活
動
状
況
（
主
な
議

案
の
審
議
経
過
）

⑵
予
算
、
決
算
等
の
審
議
状
況

⑶
町
政
の
重
要
課
題

⑷
そ
の
他
議
長
が
必
要
と
認
め

る
事
項

（
役
割
分
担
等
）

第
５
条
　
議
会
報
告
会
に
お
け

る
役
割
分
担
は
、
司
会
者
及
び

記
録
者
と
す
る
。

２
　
司
会
者
及
び
記
録
者
は
運

営
委
員
会
等
で
協
議
し
、
決
定

す
る
。

（
開
催
期
日
及
び
会
場
）

第
６
条
　
議
会
報
告
会
の
開
催

期
日
及
び
会
場
に
つ
い
て
は
、

運
営
委
員
会
に
お
い
て
定
め
る
。

（
次
第
）

第
７
条
　
議
会
報
告
会
の
開
催

特 

別 

委 

員 

会 

報 

告

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
報
告
書

（
中
間
報
告
書
）

委
員
長

　横

　田

　有

　一

平
成
27
年
６
月
15
日
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
当
特
別

委
員
会
が
、こ
れ
ま
で
調
査
し
た
結
果
を
下
記
の
と
お
り
報
告
す
る
。
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１
．
審
査
に
付
託
さ
れ
た
事
件

名⑴
議
案
第
31
号
　
平
成
30
年
度

七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

⑵
議
案
第
33
号
　
平
成
30
年
度

七
飯
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

⑶
議
案
第
34
号
　
平
成
30
年
度

七
飯
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

２
．
審
査
の
経
過

　
平
成
30
年
５
月
16
日
、17
日
、

18
日
の
３
日
間
、
委
員
会
を
開

催
し
、
担
当
部
長
、
教
育
次
長
、

担
当
課
長
、
セ
ン
タ
ー
長
及
び

参
事
の
出
席
を
求
め
、
審
査
を

行
っ
た
。

３
．
決
定
及
び
理
由

◇
決
　
　
定
　
　
原
案
可
決

◇
理
　
　
由

　
当
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
３
議
案
に
つ
い
て
、
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、議
案
第
31
号
、

議
案
第
33
号
及
び
議
案
第
34
号

は
、
い
ず
れ
も
出
席
委
員
の
全

員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
な
お
、
委
員
会
の
審
議
の
中

で
、
現
在
の
財
政
状
況
を
認
識

し
、
常
に
情
報
収
集
し
て
経
費

の
圧
縮
等
を
望
む
意
見
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
委
員
会
と
し
て

は
、
予
算
の
執
行
に
当
た
り
、

慎
重
か
つ
効
率
的
な
執
行
を
強

く
望
む
も
の
で
あ
る
。

特 

別 

委 

員 

会 

報 

告

平
成
30
年
度 

予 

算 

審 

査

特 

別 

委 

員 

会

委
員
長

　畑

　中

　静

　一

平
成
30
年
５
月
16
日
第
２
回
臨
時
会
に
お
け
る
議
決
に
基
づ
き
、
当

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
を
下
記

の
と
お
り
報
告
す
る
。

平成３０年度予算審査特別委員会付託事件　一般会計予算（骨格・政策）
【歳　入】� （単位：千円）

款 骨格予算 政策予算 計 前年度予算 比　較

１町 　 　 � � 　 税 2,900,928 0 2,900,928 2,695,842 205,086

２地 方 譲 与 税 111,800 0 111,800 107,900 3,900

３利 子 割 交 付 金 3,500 0 3,500 2,000 1,500

４配 当 割 交 付 金 2,900 0 2,900 11,400 △ 8,500

５株式等譲渡所得割交付金 2,500 0 2,500 9,900 △ 7,400

６地方消費税交付金 540,700 0 540,700 528,600 12,100

７ゴルフ場利用税交付金 6,200 0 6,200 5,500 700

８自動車取得税交付金 29,300 0 29,300 20,000 9,300

９地 方 特 例 交 付 金 20,500 0 20,500 15,100 5,400

１０地 方 交 付 税 3,144,000 0 3,144,000 3,170,000 △ 26,000

１１交通安全対策特別交付金 3,500 0 3,500 3,500 0

１２分担金及び負担金 155,011 0 155,011 163,721 △ 8,710

１３使用料及び手数料 229,212 0 229,212 227,083 2,129

１４国 庫 支 出 金 1,298,846 130,820 1,429,666 1,655,375 △ 225,709

１５道 支 出 金 860,154 72,264 932,418 837,580 94,838

１６財 産 収 入 11,180 10,680 21,860 22,453 △ 593

１７寄 附 金 100,004 0 100,004 60,004 40,000

１８繰 入 金 246,461 283,836 530,297 885,168 △ 354,871

１９繰 越 金 5,000 0 5,000 5,000 0

２０諸 収 入 174,904 0 174,904 235,874 △ 60,970

２１町 債 553,400 527,400 1,080,800 1,738,000 △ 657,200

合 　 計 10,400,000 1,025,000 11,425,000 12,400,000 △ 975,000

平成３０年度予算審査特別委員会付託事件　特別会計・企業会計予算（骨格・政策）（単位：千円）

会　計　名 骨格予算 政策予算 計 前年度予算 比　較

下 水 道 事 業 860,200 61,000 921,200 1,071,000 △ 149,800

水
道
事
業

収益的収入 514,000 0 514,000 494,000 20,000

収益的支出 468,300 1,750 470,050 467,600 2,450

資本的収入 128,000 30,700 158,700 216,503 △ 57,803

資本的支出 291,500 34,563 326,063 379,287 △ 53,224

【歳　出】� （単位：千円）

款 骨格予算 政策予算 計 前年度予算 比　較

１議 会 費 99,072 0 99,072 102,125 △ 3,053

２総 務 費 434,336 1,222 435,558 556,509 △ 120,951

３民 生 費 4,263,978 322 4,264,300 3,833,111 431,189

４衛 生 費 812,347 32,893 845,240 849,184 △ 3,944

５労 働 費 39,305 0 39,305 39,305 0

６農 林 水 産 業 費 93,218 89,640 182,858 450,366 △ 267,508

７商 工 費 294,919 219,501 514,420 156,710 357,710

８土 木 費 619,337 407,735 1,027,072 1,786,909 △ 759,837

９消 防 費 591,473 1,059 592,532 565,369 27,163

１０教 育 費 624,073 272,628 896,701 1,722,445 △ 825,744

１１災 害 復 旧 費 1,500 0 1,500 1,000 500

１２公 債 費 1,206,931 0 1,206,931 1,057,420 149,511

１３職 員 費 1,314,511 0 1,314,511 1,274,547 39,964

１４予 備 費 5,000 0 5,000 5,000 0

合 　 計 10,400,000 1,025,000 11,425,000 12,400,000 △ 975,000

平成３０年 第３回定例会は ９月６日㈭午前１０時から開催を予定しています。

議会を傍聴
しませんか 議会では開かれた議会活動を目指して、

多くの方々の傍聴を望んでいます。

～ 役場１階ギャラリーで
　　　　　　ライブ中継しています ～
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１
．
平
成
27
年
６
月
15
日
に
第

１
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
長
に
平
松
俊
一
委
員
、
副

委
員
長
に
青
山
金
助
委
員
を
そ

れ
ぞ
れ
互
選
し
た
。

２
．
平
成
27
年
11
月
17
日
に
第

２
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

議
会
活
性
化
に
関
す
る
検
討
事

項
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
最
初
に
、
前
期
の
報
告
書
の

内
容
を
確
認
し
、
今
後
、
当
委

員
会
と
し
て
次
の
項
目
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
町
民
か
ら
要
望
書
が

あ
っ
た
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

は
、
優
先
的
に
協
議
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
委
員
会
を
閉
会
し

た
。

【
委
員
会
で
の
検
討
事
項
】

・
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

・
議
員
定
数（
七
飯
町
議
会
の

議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
）

に
つ
い
て

・
議
会
の
公
開（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
配
信
）
に
つ

い
て

・
通
年
議
会（
七
飯
町
議
会
定

例
会
条
例
）に
つ
い
て

・
会
議
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載

３
．
平
成
27
年
12
月
９
日
に
第

３
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
他
の
自

治
体
の
開
催
状
況
の
資
料
を
基

に
協
議
を
行
っ
た
。

　
議
会
主
催
の
住
民
懇
談
会
又

は
議
会
報
告
会
を
実
施
し
て
い

る
町
村
は
、
道
内
144
町
村
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
人
口
２
万
人
以

上
の
美
幌
町
、
遠
軽
町
、
音
更

町
、
幕
別
町
の
実
施
状
況
、
議

会
改
革
の
先
進
地
で
あ
る
栗
山

町
の
実
施
状
況
並
び
に
渡
島
管

内
の
実
施
状
況
を
参
考
に
協
議

を
行
っ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
全
国
的
な
状

況
と
実
施
回
数
等
の
実
績
を
含

め
た
資
料
の
要
求
が
あ
っ
た
。

　
次
回
に
資
料
の
提
出
を
す
る

こ
と
と
し
、
委
員
会
を
閉
会
し

た
。

４
．
平
成
28
年
８
月
24
日
に
第

４
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

議
会
報
告
会
と
町
民
か
ら
の
要

望
で
あ
る
対
話
集
会
の
開
催
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
七
飯
町
議
会
基
本
条
例
に
は
、

議
会
報
告
会
の
開
催
を
明
示
し

て
い
な
い
が
、
開
催
し
た
場
合

に
は
一
方
的
な
報
告
と
は
な
ら

な
い
よ
う
、
開
催
要
綱
や
実
施

要
領
を
作
成
し
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

　
次
回
に
議
会
報
告
会
の
実
施

要
綱
の
素
案
を
提
出
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
委
員
会
を
閉
会
し

た
。

５
．
平
成
28
年
11
月
11
日
に
第

５
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

人
口
２
万
５
千
人
以
上
４
万
人

未
満
の
議
会
で
「
議
会
主
催
の

住
民
懇
談
会
・
議
会
報
告
会
の

実
施
」
を
し
て
い
る
38
議
会
の

う
ち
、「
議
会
の
活
性
化
へ
の

取
組
」
を
行
っ
て
い
る
９
議
会

の
実
施
状
況
の
資
料
と
、
栗
山

町
議
会
の
議
会
報
告
会
開
催
要

領
を
参
考
に
作
成
し
た
要
綱
の

素
案
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　
資
料
を
基
に
各
会
派
に
お
い

て
協
議
し
、
協
議
結
果
を
議
会

事
務
局
に
報
告
し
て
も
ら
い
、

一
覧
に
ま
と
め
た
資
料
を
作
成

す
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
委
員

会
を
閉
会
し
た
。

６
．
平
成
29
年
１
月
27
日
に
第

６
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

前
回
提
出
さ
れ
た
素
案
を
基
に

各
会
派
で
協
議
さ
れ
た
内
容
の

比
較
表
を
参
考
に
協
議
を
行
っ

た
。

　
最
初
に
、
第
１
条
の
趣
旨
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
、
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。

（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
要
綱
は
、
七

飯
町
議
会
基
本
条
例（
平
成

26
年
条
例
第
10
号
）
第
５
条

第
５
項
に
基
づ
く
議
会
報
告

会
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
議
会
報
告
会
の
実
施
に
関
す

る
協
議
の
中
で
、
議
会
か
ら
の

一
方
的
な
報
告
だ
け
で
な
く
、

町
民
と
意
見
交
換
を
し
て
町
民

の
意
見
を
政
策
に
反
映
さ
せ
て

は
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
が
、
議
会
報
告
会
に
お
い
て

も
、
意
見
交
換
を
し
な
い
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、

決
定
し
た
。

　
次
に
、
第
２
条
以
降
の
各
相

違
点
の
協
議
を
行
い
、
ま
と
め

た
も
の
を
次
回
の
委
員
会
で
確

認
す
る
こ
と
と
し
て
、
委
員
会

を
閉
会
し
た
。

７
．
平
成
29
年
４
月
21
日
に
第

７
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
た

が
、
委
員
長
の
行
動
に
対
し
新

聞
報
道
さ
れ
た
件
に
つ
い
て
疑

義
が
あ
り
流
会
と
し
た
。

８
．
平
成
29
年
６
月
２
日
に
第

７
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
委
員

長
辞
任
の
件
を
副
委
員
長
に
お

い
て
議
題
と
し
、
承
認
さ
れ
た
。

　
引
き
続
き
、
新
た
に
委
員
長

の
互
選
を
行
い
、
横
田
委
員
を

委
員
長
に
選
任
し
、
委
員
会
を

閉
会
し
た
。

９
．
平
成
29
年
７
月
14
日
に
第

８
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

七
飯
町
議
会
報
告
会
実
施
要
綱

に
つ
い
て
最
終
的
な
確
認
を
行

い
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
要
綱
は
、
七
飯

町
議
会
基
本
条
例（
平
成
26
年

条
例
第
10
号
）
第
５
条
第
５
項

に
基
づ
く
議
会
報
告
会
の
実
施

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

（
実
施
）

第
２
条
　
議
会
報
告
会
は
、
年

１
回
年
度
当
初
に
開
催
す
る
。

２
　
実
施
対
象
は
、
町
内
会
、

産
業
経
済
団
体
、
社
会
福
祉
団

体
、
文
化
団
体
等
の
公
共
的
団

体
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
七

飯
町
内
に
事
務
局
を
有
し
て
い

る
団
体
と
す
る
。

（
議
会
報
告
会
運
営
委
員
会
）

第
３
条
　
議
会
報
告
会
を
開
催

す
る
た
め
、
議
会
報
告
会
運
営

委
員
会（
以
下「
運
営
委
員
会
」

と
い
う
。）を
設
け
る
。

２
　
運
営
委
員
会
の
委
員
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

⑴
議
長
及
び
副
議
長

⑵
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
及

び
副
委
員
長

⑶
各
常
任
委
員
会
委
員
長
及
び

副
委
員
長

３
　
運
営
委
員
会
の
委
員
長
及

び
副
委
員
長
は
、
委
員
の
互
選

に
よ
り
決
定
す
る
。

（
内
容
）

第
４
条
　
議
会
報
告
会
の
内
容

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち

か
ら
、
そ
の
都
度
、
運
営
委
員

会
で
決
定
す
る
。

⑴
議
会
の
活
動
状
況
（
主
な
議

案
の
審
議
経
過
）

⑵
予
算
、
決
算
等
の
審
議
状
況

⑶
町
政
の
重
要
課
題

⑷
そ
の
他
議
長
が
必
要
と
認
め

る
事
項

（
役
割
分
担
等
）

第
５
条
　
議
会
報
告
会
に
お
け

る
役
割
分
担
は
、
司
会
者
及
び

記
録
者
と
す
る
。

２
　
司
会
者
及
び
記
録
者
は
運

営
委
員
会
等
で
協
議
し
、
決
定

す
る
。

（
開
催
期
日
及
び
会
場
）

第
６
条
　
議
会
報
告
会
の
開
催

期
日
及
び
会
場
に
つ
い
て
は
、

運
営
委
員
会
に
お
い
て
定
め
る
。

（
次
第
）

第
７
条
　
議
会
報
告
会
の
開
催

特 
別 

委 

員 

会 

報 

告

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
報
告
書

（
中
間
報
告
書
）

委
員
長

　横

　田

　有

　一

平
成
27
年
６
月
15
日
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
当
特
別

委
員
会
が
、こ
れ
ま
で
調
査
し
た
結
果
を
下
記
の
と
お
り
報
告
す
る
。



七飯町　議会だより

減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

26

時
間
は
、
90
分
程
度
と
し
、
次

第
は
概
ね
次
の
と
お
り
と
す
る
。

⑴
議
会
報
告
等

⑵
質
疑
応
答

⑶
意
見
提
言

⑷
そ
の
他

（
議
会
報
告
会
の
進
め
方
）

第
８
条
　
司
会
者
は
、
説
明
資

料
を
踏
ま
え
、
あ
ら
か
じ
め
進

行
等
に
つ
い
て
議
長
及
び
運
営

委
員
会
の
委
員
長
と
調
整
を
行

う
。

２
　
議
会
報
告
会
は
、
議
会
が

主
催
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
派

や
議
員
個
人
の
見
解
を
述
べ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

特
に
議
員
個
人
の
見
解
を
述
べ

る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
議
会

の
構
成
員
と
し
て
の
良
識
あ
る

言
動
に
努
め
る
。

（
記
録
）

第
９
条
　
議
会
報
告
会
の
記
録

は
、
記
録
者
に
お
い
て
要
点
記

録
す
る
。

（
成
果
・
効
果
等
）

第
10
条
　
議
会
報
告
会
を
終
了

し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
記
録

者
が
文
書
に
よ
り
議
長
に
報
告

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
前
項
の
報
告
書
は
、
運
営

委
員
会
に
諮
り
、
速
や
か
に
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
概
要
を
議
会
だ
よ
り

で
公
表
す
る
。
た
だ
し
、
町
に

対
す
る
意
見
提
言
で
重
要
な
も

の
は
、
町
長
に
通
知
す
る
。

３
　
議
会
報
告
会
終
了
後
は
、

運
営
委
員
会
に
お
い
て
評
価
及

び
総
括
を
行
う
。

（
雑
則
）

第
11
条
　
こ
の
要
綱
に
定
め
る

も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、

運
営
委
員
会
で
協
議
し
て
定
め

る
。

附
則

こ
の
要
綱
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

　
次
回
以
降
の
検
討
事
項
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
、
政
務
活
動

費
、
議
員
定
数
及
び
報
酬
に
つ

い
て
は
平
成
30
年
３
月
ま
で
に

結
論
を
出
す
こ
と
と
し
、
そ
の

他
の
項
目
は
平
成
31
年
３
月
ま

で
に
全
て
の
協
議
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

　
ま
た
、
資
料
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
と
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

・
同
規
模
の
自
治
体
の
議
員
定

数
及
び
報
酬

・
改
選
期
に
お
け
る
議
員
定
数

割
れ
の
状
況

・
定
数
割
れ
に
つ
い
て
の
取
組

状
況

10
．
平
成
29
年
８
月
17
日
に
第

９
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

議
員
定
数
及
び
報
酬
に
つ
い
て

渡
島
管
内
、
北
海
道
内（
人
口

２
万
人
以
上
）
及
び
北
海
道
外

類
似
団
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会

の
報
酬
額
、
人
口
及
び
面
積
の

資
料
を
基
に
協
議
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
改
選
期
に
お
け
る
議

員
定
数
割
れ
の
状
況
及
び
取
組

状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在
全
国

町
村
議
会
議
長
会
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
調
査
結
果
が
出
て
か
ら

資
料
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
委
員
か
ら
市
に
お
け
る
状
況

に
つ
い
て
資
料
の
要
求
が
あ
っ

た
が
、
調
査
機
関
が
異
な
る
た

め
、
確
認
で
き
る
範
囲
で
資
料

の
収
集
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
今
回
提
出
さ
れ
た
資
料
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
検
討
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
持
ち
帰
り
検
討

す
る
こ
と
と
し
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
の
調
査
結
果
が
出
て

か
ら
開
催
を
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

11
．
平
成
29
年
12
月
21
日
に
第

10
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
お
い
て
、
議
員

の
な
り
手
不
足
等
の
対
応
に
記

載
の
あ
る
議
会
を
抽
出
し
た
資

料
を
基
に
協
議
を
行
っ
た
。

　
今
回
提
出
さ
れ
た
資
料
と
前

回
の
資
料
を
合
わ
せ
て
各
会
派

で
検
討
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
そ
の
他
で
、
町
制
施
行
60
年

を
記
念
し
て
、
議
場
の
議
長
席

後
ろ
の
壁
に
町
章
を
取
り
付
け

る
こ
と
に
つ
い
て
委
員
よ
り
提

案
が
あ
り
、
予
算
措
置
を
伴
う

こ
と
か
ら
、
議
場
の
音
響
設
備

等
の
更
新
を
含
め
た
中
で
協
議

を
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
議
員
定
数
及
び
報
酬
に
つ
い

て
は
３
月
又
は
６
月
に
結
果
を

報
告
す
る
た
め
、
次
回
の
委
員

会
を
１
月
15
日
に
行
う
こ
と
を

確
認
し
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

12
．
平
成
30
年
１
月
15
日
に
第

11
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

資
料
に
よ
り
検
討
し
た
結
果
に

つ
い
て
各
会
派
及
び
委
員
個
々

の
意
見
を
聴
取
し
た
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
現

状
維
持
が
８
名
、
15
人
が
２
名
、

12
人
が
１
名
、
１
～
２
名
減
が

１
名
、
減
が
１
名
、
増
が
１
名
、

も
っ
と
調
べ
て
か
ら
が
１
名
と

い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

　
現
状
維
持
の
主
な
理
由
は
、

24
人
か
ら
18
人
に
定
数
を
減
ら

し
た
経
緯
、
現
在
の
人
口
規
模

に
お
け
る
議
員
の
必
要
数
、
委

員
会
活
動
か
ら
見
た
議
員
の
必

要
数（
３
常
任
委
員
会
×
６
名
）

を
考
慮
し
、
18
人
が
妥
当
な
議

員
数
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

　
議
員
数
を
減
と
す
る
主
な
理

由
は
、
人
口
が
少
な
か
ら
ず

減
っ
て
き
て
い
る
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
、
常
任

委
員
会
は
５
人
で
運
営
で
き
る

と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

　
議
員
数
を
増
と
す
る
理
由
は
、

議
会
の
議
論
を
す
る
場
と
し
て

は
、
色
々
な
意
見
を
聞
く
た
め

に
は
増
員
す
べ
き
だ
と
い
う
意

見
で
あ
っ
た
。

　
次
回
の
委
員
会
に
、
渡
島
管

内
及
び
北
海
道
内
の
人
口
２
万

人
以
上
の
議
会
に
お
け
る
常
任

委
員
会
の
数
及
び
委
員
数
の
資

料
を
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

委
員
会
を
閉
会
し
た
。

13
．
平
成
30
年
２
月
１
日
に
第

12
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

渡
島
管
内
及
び
北
海
道
内
の
人

口
２
万
人
以
上
の
議
会
に
お
け

る
常
任
委
員
会
の
数
及
び
委
員

数
の
資
料
を
基
に
協
議
を
行
っ

た
。

　
常
任
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

３
つ
の
委
員
会
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
意
見
は
一
致
し
て
い
る

も
の
の
、
委
員
数
に
お
い
て
は

前
回
同
様
の
意
見
の
相
違
が
あ

り
、
合
意
点
を
見
出
す
ま
で
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
委
員
か
ら
財
政
状
況
、
議
会

費
の
占
め
る
割
合
の
状
況
、
第

５
次
総
合
計
画
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
資
料
要
求
が
あ
り
、
説

明
員
に
副
町
長
の
出
席
を
求
め

る
こ
と
を
確
認
し
て
委
員
会
を

閉
会
し
た
。

14
．
平
成
30
年
３
月
22
日
に
第

13
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

次
の
資
料
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

・
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

資
料

・
財
政
圧
迫
の
要
因
の
資
料

・
扶
助
費
の
内
訳
、
内
容
、
増

加
の
要
因

・
そ
の
他
参
考
資
料

・
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画

（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）

・
平
成
29
年
度
調
査
　
第
５
次

七
飯
町
総
合
計
画
投
資
的
事
業

総
括
表

・
渡
島
管
内
の
議
会
費
の
状
況

・
北
海
道
内（
人
口
２
万
人
以

上
）の
議
会
費
の
状
況

　
次
回
の
委
員
会
で
委
員
会
の

方
向
を
出
す
こ
と
を
確
認
し
、

委
員
会
を
閉
会
し
た
。

15
．
平
成
30
年
５
月
14
日
に
第

14
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

議
員
定
数
に
つ
い
て
、
前
回
の

委
員
会
に
お
け
る
資
料
を
基
に

検
討
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
再

度
、
各
会
派
及
び
委
員
個
々
の

意
見
を
聴
取
し
た
。

　
意
見
の
内
容
は
、
下
記
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。

・
現
在
の
人
口
規
模
に
お
け
る

議
員
の
必
要
数
で
は
、
現
状
維

持
。

・
町
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら
町

政
等
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め

の
議
員
の
必
要
数
を
考
慮
し
、

現
状
維
持
。

・
最
低
で
も
２
名
削
減
。
町
が

出
し
て
い
る
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
２
年
３
年
で
厳
し
く

な
る
と
資
料
に
出
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
議
員
定

数
を
今
か
ら
整
え
て
い
く
べ
き
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だ
。

・
人
口
が
少
な
か
ら
ず
減
っ
て

き
て
い
る
。
今
の
財
政
状
況
を

考
え
る
と
町
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
く

や
っ
て
く
る
。
財
政
の
健
全
化

を
図
る
に
は
や
は
り
町
民
も
議

会
も
身
を
切
っ
て
い
く
覚
悟
が

必
要
で
あ
る
。
２
～
３
名
の
削

減
。

・
６
名
削
減
の
12
名
（
３
常
任

委
員
会
×
４
名
）。

　
現
状
維
持
と
す
る
意
見
の
中

に
も
、
定
数
の
見
直
し
を
す
る

基
準
と
し
て
、
人
口
が
２
５
，

０
０
０
人
を
切
っ
た
場
合
、
町

議
会
議
員
選
挙
で
無
投
票
の
状

態
が
続
い
た
場
合
、
ま
た
、
法

令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
早
期
健

全
化
団
体
に
陥
っ
た
場
合
が
挙

げ
ら
れ
、
そ
の
際
に
は
速
や
か

に
定
数
や
報
酬
の
見
直
し
に
対

応
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
と
お
り
、
議
員
定
数

に
つ
い
て
は
、
現
状
維
持
と
定

数
減
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
合

意
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
や
む
を
得

ず
採
決
を
し
た
結
果
、
賛
成
多

数
で
現
状
維
持
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て

は
現
状
維
持
で
、
政
務
活
動
費

に
つ
い
て
は
導
入
し
な
い
こ
と

で
出
席
委
員
の
全
員
一
致
と
い

う
こ
と
で
決
定
さ
れ
た
。

　
次
回
の
委
員
会
で
は
、
平
成

30
年
第
２
回
定
例
会
に
提
出
す

る
中
間
報
告
書
の
ま
と
め
を
行

う
こ
と
を
確
認
し
て
、
委
員
会

を
閉
会
し
た
。

16
．
平
成
30
年
５
月
28
日
に
第

15
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
に
提

出
す
る
中
間
報
告
書
の
ま
と
め

を
行
っ
た
が
、
記
載
事
項
の
追

加
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
回

に
確
認
す
る
こ
と
と
し
、
委
員

会
を
閉
会
し
た
。

17
．
平
成
30
年
５
月
30
日
に
第

16
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

中
間
報
告
書
の
確
認
を
行
い
、

委
員
会
を
閉
会
し
た
。

18
．
ま
と
め
（
中
間
）

　
委
員
会
に
お
い
て
、
前
回
か

ら
の
積
み
残
し
と
な
っ
て
い
た

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
、
平
成
29
年
７
月
に
七
飯

町
議
会
報
告
会
実
施
要
綱
を
制

定
し
、
議
会
報
告
会
運
営
委
員

会
を
設
け
て
、
平
成
30
年
度
よ

り
年
１
回
年
度
当
初
に
開
催
す

る
こ
と
で
決
定
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
定
数
及
び
報
酬

に
つ
い
て
は
現
状
維
持
、
政
務

活
動
費
に
つ
い
て
は
導
入
し
な

い
と
決
定
し
た
。�

　
今
後
の
委
員
会
活
動
は
、
議

会
の
公
開（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
に
よ
る
配
信
）、
通
年
議
会

（
七
飯
町
議
会
定
例
会
条
例
）、

会
議
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
な
ど
を
検
討
し
、
議
会
活

性
化
に
関
す
る
調
査
を
継
続
す

る
こ
と
と
し
て
、
中
間
報
告
と

す
る
。

議会報告会を開催しました
◆議会報告会とは

　平成29年７月に制定した七飯町議会報告会実施要綱第２条に基づき、

七飯町内に事務局を有する町内会、産業経済団体、社会福祉団体、文

化団体等を対象として、年１回年度当初に開催することとしています。

◆議会報告会の開催内容

　６月14日に各団体から19名の方が参加され、議会からも議長、副議

長、各常任委員会、議会運営委員会の正副委員長、平成30年度予算審

査特別委員会委員長及び議会活性化特別委員会委員長の10名が出席

し、開催いたしました。

　はじめに、議会側から各委員会及び特別委員会での活動状況の報告

がなされ、その後、各団体との意見交換等が行われました。

　意見交換の中では、議会活動に対する再認識の感想や次回の議会報

告会に向けての忌憚のない意見や要望をいただくことができました。

　初めての議会報告会でしたが、大変有意義な報告会となりました。

　なお、議会報告会の詳細につきましては、次回の議会だよりに掲載

するほか、町ホームページにも掲載しますので、ご覧ください。

　

第
２
回
定
例
会
の

会
議
録
は
、
９
月
上

旬
以
降
に
議
会
事
務

局
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

議会事務局からのお願い

◇送り先　七飯町本町６丁目１番１号
　　　　　七飯町議会議長　あて

◇電　話　６５－５９４７（直通）

　議長あての文書や案内状は、日程の調整をする必要
がありますので直接議会事務局にお送り下さい。

議長あての文書は
直接議会事務局へ送付して下さい。

平成３０年定例会・臨時会出席状況一覧表

議員名

開会日

横
　
田
　
有
　
一

川
　
村
　
主
　
税

小
　
松
　
義
　
光

上
　
野
　
武
　
彦

平
　
松
　
俊
　
一

畑
　
中
　
静
　
一

中
　
島
　
勝
　
也

佐
　
野
　
史
　
人

木
　
下
　
　
　
敏

青
　
山
　
金
　
助

長
谷
川
　
生
　
人

川
　
上
　
弘
　
一

池
　
田
　
誠
　
悦

坂
　
本
　
　
　
繁

中
　
川
　
友
　
規

稲
　
垣
　
明
　
美

神
　
﨑
　
和
　
枝

坂
　
田
　
邦
　
彦

第１回臨時会 ４月２３日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２回臨時会

５月１６日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５月１８日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２回定例会

６月 ５日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月 ６日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　　　　　　※判定　○ =出席、× =欠席、△ =遅参・早退・中座、公 =公務、忌 =忌引
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時
間
は
、
90
分
程
度
と
し
、
次

第
は
概
ね
次
の
と
お
り
と
す
る
。

⑴
議
会
報
告
等

⑵
質
疑
応
答

⑶
意
見
提
言

⑷
そ
の
他

（
議
会
報
告
会
の
進
め
方
）

第
８
条
　
司
会
者
は
、
説
明
資

料
を
踏
ま
え
、
あ
ら
か
じ
め
進

行
等
に
つ
い
て
議
長
及
び
運
営

委
員
会
の
委
員
長
と
調
整
を
行

う
。

２
　
議
会
報
告
会
は
、
議
会
が

主
催
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
派

や
議
員
個
人
の
見
解
を
述
べ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

特
に
議
員
個
人
の
見
解
を
述
べ

る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
議
会

の
構
成
員
と
し
て
の
良
識
あ
る

言
動
に
努
め
る
。

（
記
録
）

第
９
条
　
議
会
報
告
会
の
記
録

は
、
記
録
者
に
お
い
て
要
点
記

録
す
る
。

（
成
果
・
効
果
等
）

第
10
条
　
議
会
報
告
会
を
終
了

し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
記
録

者
が
文
書
に
よ
り
議
長
に
報
告

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
前
項
の
報
告
書
は
、
運
営

委
員
会
に
諮
り
、
速
や
か
に
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
概
要
を
議
会
だ
よ
り

で
公
表
す
る
。
た
だ
し
、
町
に

対
す
る
意
見
提
言
で
重
要
な
も

の
は
、
町
長
に
通
知
す
る
。

３
　
議
会
報
告
会
終
了
後
は
、

運
営
委
員
会
に
お
い
て
評
価
及

び
総
括
を
行
う
。

（
雑
則
）

第
11
条
　
こ
の
要
綱
に
定
め
る

も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、

運
営
委
員
会
で
協
議
し
て
定
め

る
。

附
則

こ
の
要
綱
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

　
次
回
以
降
の
検
討
事
項
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
、
政
務
活
動

費
、
議
員
定
数
及
び
報
酬
に
つ

い
て
は
平
成
30
年
３
月
ま
で
に

結
論
を
出
す
こ
と
と
し
、
そ
の

他
の
項
目
は
平
成
31
年
３
月
ま

で
に
全
て
の
協
議
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

　
ま
た
、
資
料
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
と
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

・
同
規
模
の
自
治
体
の
議
員
定

数
及
び
報
酬

・
改
選
期
に
お
け
る
議
員
定
数

割
れ
の
状
況

・
定
数
割
れ
に
つ
い
て
の
取
組

状
況

10
．
平
成
29
年
８
月
17
日
に
第

９
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

議
員
定
数
及
び
報
酬
に
つ
い
て

渡
島
管
内
、
北
海
道
内（
人
口

２
万
人
以
上
）
及
び
北
海
道
外

類
似
団
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会

の
報
酬
額
、
人
口
及
び
面
積
の

資
料
を
基
に
協
議
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
改
選
期
に
お
け
る
議

員
定
数
割
れ
の
状
況
及
び
取
組

状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在
全
国

町
村
議
会
議
長
会
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
調
査
結
果
が
出
て
か
ら

資
料
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
委
員
か
ら
市
に
お
け
る
状
況

に
つ
い
て
資
料
の
要
求
が
あ
っ

た
が
、
調
査
機
関
が
異
な
る
た

め
、
確
認
で
き
る
範
囲
で
資
料

の
収
集
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
今
回
提
出
さ
れ
た
資
料
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
検
討
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
持
ち
帰
り
検
討

す
る
こ
と
と
し
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
の
調
査
結
果
が
出
て

か
ら
開
催
を
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

11
．
平
成
29
年
12
月
21
日
に
第

10
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
お
い
て
、
議
員

の
な
り
手
不
足
等
の
対
応
に
記

載
の
あ
る
議
会
を
抽
出
し
た
資

料
を
基
に
協
議
を
行
っ
た
。

　
今
回
提
出
さ
れ
た
資
料
と
前

回
の
資
料
を
合
わ
せ
て
各
会
派

で
検
討
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
そ
の
他
で
、
町
制
施
行
60
年

を
記
念
し
て
、
議
場
の
議
長
席

後
ろ
の
壁
に
町
章
を
取
り
付
け

る
こ
と
に
つ
い
て
委
員
よ
り
提

案
が
あ
り
、
予
算
措
置
を
伴
う

こ
と
か
ら
、
議
場
の
音
響
設
備

等
の
更
新
を
含
め
た
中
で
協
議

を
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
議
員
定
数
及
び
報
酬
に
つ
い

て
は
３
月
又
は
６
月
に
結
果
を

報
告
す
る
た
め
、
次
回
の
委
員

会
を
１
月
15
日
に
行
う
こ
と
を

確
認
し
、
委
員
会
を
閉
会
し
た
。

12
．
平
成
30
年
１
月
15
日
に
第

11
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

資
料
に
よ
り
検
討
し
た
結
果
に

つ
い
て
各
会
派
及
び
委
員
個
々

の
意
見
を
聴
取
し
た
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
現

状
維
持
が
８
名
、
15
人
が
２
名
、

12
人
が
１
名
、
１
～
２
名
減
が

１
名
、
減
が
１
名
、
増
が
１
名
、

も
っ
と
調
べ
て
か
ら
が
１
名
と

い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

　
現
状
維
持
の
主
な
理
由
は
、

24
人
か
ら
18
人
に
定
数
を
減
ら

し
た
経
緯
、
現
在
の
人
口
規
模

に
お
け
る
議
員
の
必
要
数
、
委

員
会
活
動
か
ら
見
た
議
員
の
必

要
数（
３
常
任
委
員
会
×
６
名
）

を
考
慮
し
、
18
人
が
妥
当
な
議

員
数
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

　
議
員
数
を
減
と
す
る
主
な
理

由
は
、
人
口
が
少
な
か
ら
ず

減
っ
て
き
て
い
る
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
、
常
任

委
員
会
は
５
人
で
運
営
で
き
る

と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

　
議
員
数
を
増
と
す
る
理
由
は
、

議
会
の
議
論
を
す
る
場
と
し
て

は
、
色
々
な
意
見
を
聞
く
た
め

に
は
増
員
す
べ
き
だ
と
い
う
意

見
で
あ
っ
た
。

　
次
回
の
委
員
会
に
、
渡
島
管

内
及
び
北
海
道
内
の
人
口
２
万

人
以
上
の
議
会
に
お
け
る
常
任

委
員
会
の
数
及
び
委
員
数
の
資

料
を
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

委
員
会
を
閉
会
し
た
。

13
．
平
成
30
年
２
月
１
日
に
第

12
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

渡
島
管
内
及
び
北
海
道
内
の
人

口
２
万
人
以
上
の
議
会
に
お
け

る
常
任
委
員
会
の
数
及
び
委
員

数
の
資
料
を
基
に
協
議
を
行
っ

た
。

　
常
任
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

３
つ
の
委
員
会
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
意
見
は
一
致
し
て
い
る

も
の
の
、
委
員
数
に
お
い
て
は

前
回
同
様
の
意
見
の
相
違
が
あ

り
、
合
意
点
を
見
出
す
ま
で
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
委
員
か
ら
財
政
状
況
、
議
会

費
の
占
め
る
割
合
の
状
況
、
第

５
次
総
合
計
画
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
資
料
要
求
が
あ
り
、
説

明
員
に
副
町
長
の
出
席
を
求
め

る
こ
と
を
確
認
し
て
委
員
会
を

閉
会
し
た
。

14
．
平
成
30
年
３
月
22
日
に
第

13
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

次
の
資
料
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

・
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

資
料

・
財
政
圧
迫
の
要
因
の
資
料

・
扶
助
費
の
内
訳
、
内
容
、
増

加
の
要
因

・
そ
の
他
参
考
資
料

・
第
５
次
七
飯
町
総
合
計
画

（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）

・
平
成
29
年
度
調
査
　
第
５
次

七
飯
町
総
合
計
画
投
資
的
事
業

総
括
表

・
渡
島
管
内
の
議
会
費
の
状
況

・
北
海
道
内（
人
口
２
万
人
以

上
）の
議
会
費
の
状
況

　
次
回
の
委
員
会
で
委
員
会
の

方
向
を
出
す
こ
と
を
確
認
し
、

委
員
会
を
閉
会
し
た
。

15
．
平
成
30
年
５
月
14
日
に
第

14
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

議
員
定
数
に
つ
い
て
、
前
回
の

委
員
会
に
お
け
る
資
料
を
基
に

検
討
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
再

度
、
各
会
派
及
び
委
員
個
々
の

意
見
を
聴
取
し
た
。

　
意
見
の
内
容
は
、
下
記
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。

・
現
在
の
人
口
規
模
に
お
け
る

議
員
の
必
要
数
で
は
、
現
状
維

持
。

・
町
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら
町

政
等
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め

の
議
員
の
必
要
数
を
考
慮
し
、

現
状
維
持
。

・
最
低
で
も
２
名
削
減
。
町
が

出
し
て
い
る
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
２
年
３
年
で
厳
し
く

な
る
と
資
料
に
出
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
議
員
定

数
を
今
か
ら
整
え
て
い
く
べ
き

七飯町　議会だより

増
や
そ
う
資
源
！

27

だ
。

・
人
口
が
少
な
か
ら
ず
減
っ
て

き
て
い
る
。
今
の
財
政
状
況
を

考
え
る
と
町
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
く

や
っ
て
く
る
。
財
政
の
健
全
化

を
図
る
に
は
や
は
り
町
民
も
議

会
も
身
を
切
っ
て
い
く
覚
悟
が

必
要
で
あ
る
。
２
～
３
名
の
削

減
。

・
６
名
削
減
の
12
名
（
３
常
任

委
員
会
×
４
名
）。

　
現
状
維
持
と
す
る
意
見
の
中

に
も
、
定
数
の
見
直
し
を
す
る

基
準
と
し
て
、
人
口
が
２
５
，

０
０
０
人
を
切
っ
た
場
合
、
町

議
会
議
員
選
挙
で
無
投
票
の
状

態
が
続
い
た
場
合
、
ま
た
、
法

令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
早
期
健

全
化
団
体
に
陥
っ
た
場
合
が
挙

げ
ら
れ
、
そ
の
際
に
は
速
や
か

に
定
数
や
報
酬
の
見
直
し
に
対

応
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
と
お
り
、
議
員
定
数

に
つ
い
て
は
、
現
状
維
持
と
定

数
減
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
合

意
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
や
む
を
得

ず
採
決
を
し
た
結
果
、
賛
成
多

数
で
現
状
維
持
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て

は
現
状
維
持
で
、
政
務
活
動
費

に
つ
い
て
は
導
入
し
な
い
こ
と

で
出
席
委
員
の
全
員
一
致
と
い

う
こ
と
で
決
定
さ
れ
た
。

　
次
回
の
委
員
会
で
は
、
平
成

30
年
第
２
回
定
例
会
に
提
出
す

る
中
間
報
告
書
の
ま
と
め
を
行

う
こ
と
を
確
認
し
て
、
委
員
会

を
閉
会
し
た
。

16
．
平
成
30
年
５
月
28
日
に
第

15
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
に
提

出
す
る
中
間
報
告
書
の
ま
と
め

を
行
っ
た
が
、
記
載
事
項
の
追

加
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
回

に
確
認
す
る
こ
と
と
し
、
委
員

会
を
閉
会
し
た
。

17
．
平
成
30
年
５
月
30
日
に
第

16
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、

中
間
報
告
書
の
確
認
を
行
い
、

委
員
会
を
閉
会
し
た
。

18
．
ま
と
め
（
中
間
）

　
委
員
会
に
お
い
て
、
前
回
か

ら
の
積
み
残
し
と
な
っ
て
い
た

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
、
平
成
29
年
７
月
に
七
飯

町
議
会
報
告
会
実
施
要
綱
を
制

定
し
、
議
会
報
告
会
運
営
委
員

会
を
設
け
て
、
平
成
30
年
度
よ

り
年
１
回
年
度
当
初
に
開
催
す

る
こ
と
で
決
定
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
定
数
及
び
報
酬

に
つ
い
て
は
現
状
維
持
、
政
務

活
動
費
に
つ
い
て
は
導
入
し
な

い
と
決
定
し
た
。�

　
今
後
の
委
員
会
活
動
は
、
議

会
の
公
開（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
に
よ
る
配
信
）、
通
年
議
会

（
七
飯
町
議
会
定
例
会
条
例
）、

会
議
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
な
ど
を
検
討
し
、
議
会
活

性
化
に
関
す
る
調
査
を
継
続
す

る
こ
と
と
し
て
、
中
間
報
告
と

す
る
。

議会報告会を開催しました
◆議会報告会とは

　平成29年７月に制定した七飯町議会報告会実施要綱第２条に基づき、

七飯町内に事務局を有する町内会、産業経済団体、社会福祉団体、文

化団体等を対象として、年１回年度当初に開催することとしています。

◆議会報告会の開催内容

　６月14日に各団体から19名の方が参加され、議会からも議長、副議

長、各常任委員会、議会運営委員会の正副委員長、平成30年度予算審

査特別委員会委員長及び議会活性化特別委員会委員長の10名が出席

し、開催いたしました。

　はじめに、議会側から各委員会及び特別委員会での活動状況の報告

がなされ、その後、各団体との意見交換等が行われました。

　意見交換の中では、議会活動に対する再認識の感想や次回の議会報

告会に向けての忌憚のない意見や要望をいただくことができました。

　初めての議会報告会でしたが、大変有意義な報告会となりました。

　なお、議会報告会の詳細につきましては、次回の議会だよりに掲載

するほか、町ホームページにも掲載しますので、ご覧ください。

　

第
２
回
定
例
会
の

会
議
録
は
、
９
月
上

旬
以
降
に
議
会
事
務

局
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

議会事務局からのお願い

◇送り先　七飯町本町６丁目１番１号
　　　　　七飯町議会議長　あて

◇電　話　６５－５９４７（直通）

　議長あての文書や案内状は、日程の調整をする必要
がありますので直接議会事務局にお送り下さい。

議長あての文書は
直接議会事務局へ送付して下さい。

平成３０年定例会・臨時会出席状況一覧表

議員名

開会日

横
　
田
　
有
　
一

川
　
村
　
主
　
税

小
　
松
　
義
　
光

上
　
野
　
武
　
彦

平
　
松
　
俊
　
一

畑
　
中
　
静
　
一

中
　
島
　
勝
　
也

佐
　
野
　
史
　
人

木
　
下
　
　
　
敏

青
　
山
　
金
　
助

長
谷
川
　
生
　
人

川
　
上
　
弘
　
一

池
　
田
　
誠
　
悦

坂
　
本
　
　
　
繁

中
　
川
　
友
　
規

稲
　
垣
　
明
　
美

神
　
﨑
　
和
　
枝

坂
　
田
　
邦
　
彦

第１回臨時会 ４月２３日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２回臨時会

５月１６日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５月１８日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２回定例会

６月 ５日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月 ６日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　　　　　　※判定　○ =出席、× =欠席、△ =遅参・早退・中座、公 =公務、忌 =忌引


